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コ
ロ
ナ
禍
の
旅
か
ら
戻
る
こ
と 

戻
ら
な
い
こ
と
は
何
か
？

　ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
活
動

が
動
き
出
す
な
か
、
旅
行
に
つ
い
て
も
再

開
ム
ー
ド
は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
デ

ー
タ
を
見
る
と
「
戻
っ
た
」と
は
言
い
難

い
部
分
も
ま
だ
多
い
。
そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
変
化
が
も
と
に
戻
る
の
だ
ろ
う

か
？ 

今
回
は
、
２
つ
の
調
査
結
果
を
も
と

に
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
前

半
（
Ｐ
４
〜
11
）で
は
『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅

行
調
査
２
０
２
２
』か
ら
、
コ
ロ
ナ
２
年

め
の
旅
行
市
場
を
概
観
。
後
半
（
Ｐ
12
〜

17
）で
は
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
実
施
し
た
『
第
二
回
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行
価
値

観
へ
の
影
響
』調
査
か
ら
「
コ
ロ
ナ
後
の

旅
行
」の
姿
を
考
え
て
み
た
い
。
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日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
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　日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
2
0
2
2
』

『
第
二
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

旅
行
価
値
観
へ
の
影
響
』よ
り

感
染
症
収
束
期
の
調
査
が
示
す
旅
の
未
来

人
と
地
域
を
再
生
す
る
旅
へ

先
進
事
例
に
成
功
の
ヒ
ン
ト
あ
り

持
続
可
能
な
学
「
D
M
O
経
営
」学  

第
1
回

D
M
O
経
営
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3
つ
の
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と

先
行
事
例
タ
イ
プ
分
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「
じ
ゃ
ら
ん
日
帰
り
旅
行
調
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2021年 2022年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道

東北

東京都

埼玉県、神奈川県、
千葉県
その他関東
（静岡県含む）

東海3県

北陸

関西

中四国

九州

沖縄県

新型コロナウイルス感染症の影響が出始めてからすでに3年目。
旅行者の実態について聞く年に一度の『じゃらん宿泊旅行調査』と、コロナ禍が人の意識をどう変えたかを問う

『第二回新型コロナウイルス感染症による旅行価値観への影響』から見えてきたのは、
コロナ禍で受けた傷からの「再生」を求める姿だった。

『じゃらん宿泊旅行調査2022』
『第二回新型コロナウイルス感染症による旅行価値観への影響』より

感染症収束期の調査が示す旅の未来

人と地域を
再生する旅へ
2021年4月〜2022年3月の主なトピックス

■緊急事態宣言
■まん延防止等重点措置

・G7サミット
   開幕

・熱海市伊豆山土石流災害
・東京オリンピック開催

地域や時期ごとに
さまざな形の行動制限があった

2021年を振り返る

菅内閣総辞職
岸田内閣発足
沖縄県沿岸等に軽石漂着

・北京オリンピック開催
・ウクライナ危機

3 September  2022



コ
ロ
ナ
影
響
は
ま
だ
大
き
い
が 

実
施
率
は
や
や
向
上

　２
０
２
１
年
度
の
宿
泊
旅
行
実
施
率

（
１
年
の
う
ち
に
一
度
で
も
旅
行
を
し
た

人
の
割
合
）は
34
・
１
％
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
大
き
く
受
け
た
前
年
度
と
比
べ
る
と

す
べ
て
の
性
・
年
代
で
増
加
し
、
全
体
で

は
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
（
表
１

よ
り
）。
と
は
い
え
２
０
１
９
年
度
の
実

施
率
が
53
・
６
％
だ
っ
た
こ
と
と
比
較
す

る
と
ま
だ
低
い
水
準
。
旅
行
に
行
か
な
か

っ
た
理
由
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
」を
挙
げ
た
人
も
、
前
年
度
の
63
・

９
％
か
ら
は
下
が
っ
て
き
て
い
る
も
の
の

ま
だ
６
割
近
く
い
る
（
表
２
）。

　性
・
年
代
別
の
推
移
（
図
１
）
を
見
る

と
、
性
別
で
は
女
性
の
増
加
幅
が
や
や
大

き
く
、
年
代
別
で
は
若
年
層
で
大
き
く
増

え
た
。
と
く
に
増
加
幅
が
大
き
か
っ
た
の

が
20
〜
34
歳
女
性
（
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
）と

35
〜
49
歳
女
性
（
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
）。
も

と
も
と
旅
行
意
欲
の
高
い
傾
向
に
あ
る
若

年
層
女
性
が
旅
行
を
再
開
し
た
こ
と
、
前

年
度
に
と
く
に
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
ミ
ド

ル
層
女
性
の
旅
行
が
や
や
回
復
し
た
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
35
〜
49

歳
女
性
に
つ
い
て
は
、
実
施
率
そ
の
も
の

は
31
・
０
％
と
ま
だ
低
く
、
50
〜
79
歳
女

性
の
31
・
４
％
と
同
水
準
。
前
年
度
に
引

き
続
き
、
長
期
休
暇
期
間
中
に
大
都
市
圏

で
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
て
子
連
れ
旅

行
が
実
施
し
に
く
か
っ
た
こ
と
が
想
定
で

き
る
ほ
か
、
感
染
症
へ
の
警
戒
感
が
強
い

層
が
本
格
的
な
旅
行
再
開
に
至
ら
な
か
っ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

層
に
よ
っ
て
旅
行
回
数
に
差 

「
延
べ
宿
泊
数
」は
約
２
割
増

　旅
行
に
行
っ
た
人
が
１
年
間
に
何
回
旅

し
た
か
を
示
す
旅
行
回
数
は
全
体
平
均
で

２
・
59
回
と
前
年
度
か
ら
微
増
（
表
１
よ

り
）。
し
か
し
性
・
年
代
ご
と
に
違
い
も
あ

り
、
た
と
え
ば
50
〜
79
歳
男
性
で
は
２
・

84
回
と
、
同
じ
層
の
２
０
１
９
年
度
の
結

果
（
２
・
85
回
）と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
た
。

一
方
で
35
〜
49
歳
女
性
は
２
・
27
回
と
２

０
２
０
年
度
（
２
・
28
回
）か
ら
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。

　こ
う
し
た
結
果
か
ら
推
定
さ
れ
る
延
べ

宿
泊
旅
行
者
数
（
図
２
）は
８
２
３
１
万
人

と
、
２
０
２
０
年
度
比
で
13
・
４
％
増
、
２

０
１
９
年
度
の
約
６
割
に
。
た
だ
し
延
べ

宿
泊
数
で
は
19
・
３
％
増
と
な
り
、
２
０

１
９
年
度
比
で
は
37
・
９
％
減
と
、
コ
ロ

ナ
前
の
約
半
減
ま
で
落
ち
込
ん
だ
２
０
２

０
年
度
と
比
較
す
る
と
持
ち
直
し
て
い
る
。

１
回
の
旅
行
あ
た
り
の
宿
泊
数
が
１
・
75

回
か
ら
１
・
83
回
に
増
え
た
の
が
そ
の
理

由
だ
（
宿
泊
数
に
つ
い
て
の
詳
細
は
Ｐ
８
）。

202
2

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
は
コ
ロ
ナ
前
の
６
割
強
に

ヤ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
女
性
の
実
施
率
回
復
が
目
立
つ

年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
行
動
制
限
の
あ
っ
た
２
０
２
１
年
度
だ
が
、

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
向
上
し
、
旅
行
市
場
に
は
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

旅行市場
概観

A B C D A×B A×B×C A×B×C×D
各年10月1日現在
人口推計
（万人）※

宿泊旅行実施率
（％）

宿泊旅行実施者の
年間平均旅行回数

（回）

宿泊旅行実施者の
１回の旅行あたり
平均宿泊数（泊）

実宿泊旅行者数
（万人）

延べ宿泊旅行者数
（万人回）

延べ宿泊数
（万人泊）

2021年度 9,319 34.1 2.59 1.83 3,176 8,231 15,138

対2020年度比 8.6% 13.4% 19.3%

対2019年度比 -36.9% -39.4% -37.9%

2020年度 9,388 31.2 2.48 1.75 2,925 7,256 12,687

2019年度 9,388 53.6 2.70 1.80 5,031 13,575 24,393

2018年度 9,408 56.4 2.78 1.78 5,310 14,777 26,416

2017年度 9,438 55.6 2.78 1.76 5,244 14,556 25,646

表1 全国の宿泊旅行の実態

調査概要
調査名 じゃらん宿泊旅行調査2022
調査方法 インターネットによる調査
調査対象時期 2021年4月～2022年3月（調査実施は2022年4月）

調査内容
昨年度１年間に実施したすべての宿泊旅行（出張・帰
省・修学旅行などを除く）の行き先と回数について、ま
た１人最大３件までの個別宿泊旅行について、具体的
な内容を調査した。

サンプル数 14,123件

集計・
分析手法
について

はじめに2021年10月1日現在の人口速報集計（総務省
統計局発表）および1次調査結果を用いて、全国の宿
泊旅行者の母集団を推計した。次に、2次調査の集
計・分析にあたり、推計された宿泊旅行者の母集団に
おける都道府県別、性・年代別構成比に基づいてウェ
イトバックを行い、構成比のずれを補正している。
また、60歳以上の登録モニター数が少ない県につい
て、60歳以上の家族と同居している登録モニターに代
理回答を実施、2次調査の調査対象として追加した。
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全体 20〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

2021年度 （%）
1 新型コロナ感染症の影響で行かなかった 58.6
2 何となく旅行をしないまま過ぎた 18.9
3 旅行に興味がなかった 18.1
4 家計の制約で旅行にお金がかけられなかった 8.5
5 ペットがいた 6.7
6 混雑するシーズンに旅行をしたくなかった 5.2
7 休みが取れなかった 4.3
8 将来が心配で支出を抑えたかった 4.2
9 国内で行きたいと思う場所がなかった 3.8
10 一緒に行く人がいなかった 3.6

2020年度 （%）
1 新型コロナ感染症の影響で行かなかった 63.9
2 旅行に興味がなかった 16.8
3 何となく旅行をしないまま過ぎた 15.8
4 家計の制約で旅行にお金がかけられなかった 7.3
5 ペットがいた 5.9
6 混雑するシーズンに旅行をしたくなかった 4.2
7 将来が心配で支出を抑えたかった 3.8
8 国内で行きたいと思う場所がなかった 3.7
9 休みが取れなかった 3.2
10 自分の健康上の理由（治療などの必要）があった 2.9

表2 国内宿泊旅行に行かなかった理由（国内宿泊旅行非実施者、複数回答）

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

4,318万人（52.5%） 3,913万人（47.5%）

男性 女性

図2  延べ宿泊旅行者数の構成

1,739万人（24.0%）1,810万人（24.9%） 3,707万人（51.1%）

3,159万人（23.3%） 3,533万人（26.0%） 6,884万人（50.7%）

3,311万人（22.4%） 3,676万人（24.9%） 7,790万人（52.7%）

3,137万人（21.6%） 3,661万人（25.2%） 7,758万人（53.3%）
1,959万人
（13.5%）

1,564 万人
（10.7%）

1,573万人
（10.8%）

3,946万人
（27.1%）

3,812万人
（26.2%）

1,702万人
（11.7%）

1,015万人
（14.0%）

910万人
（12.5%）

829万人
（11.4%）

1,807万人
（24.9%）

1,900万人
（26.2%）

795万人
（11.0%）

1,830万人
（13.5%）

1,586万人
（11.7%）

1,573万人
（11.6%）

3,453万人
（25.4%）

3,431万人
（25.3%）

1,703万人
（12.5%）

1,891万人
（12.8%）

1,645万人
（11.1%）

1,666 万人
（11.3%）

3,940万人
（26.6%）

3,850万人
（26.1%）

1,785万人
（12.1%）

延べ宿泊旅行者
1億4,556万人

延べ宿泊旅行者
1億4,777万人

延べ宿泊旅行者
1億3,575万人

延べ宿泊旅行者
7,256万人

延べ宿泊旅行者
8,231万人

年齢比&男女比

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

2,028万人（24.6%） 1,971万人（24.0%） 4,232万人（51.4%）
1,095万人
（13.3%）

1,008万人
（12.2%）

1,020万人
（12.4%）

2,017万人
（24.5%）

2,215万人
（26.9%）

876万人
（10.7%）

20〜34歳（ヤング）35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

21年度男女比

0 0 0 020 20 20 2040 40 40 4060 60 60 6080% 80% 80% 80%

図1  宿泊旅行実施率の推移（性・年代別）

21年度

20年度

19年度

18年度

17年度

16年度

15年度

14年度

13年度

12年度

56.4％

53.6％

31.2％
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56.4%

54.8%

55.6%

55.1%

35.7%

39.1% 

56.2%

53.5%

31.4%

33.3% 

53.5%

51.4%

30.2%

33.0%

54.8%

61.4%

39.1%

43.9%

64.3%

52.1%

27.1%

31.0%

56.2%

52.9%

29.2%

31.4%

56.8%

52.8%
62.3%

64.3%
54.1%

60.5%
54.8%

60.3%
51.7%

61.9%
53.8%

64.0%
51.3%

男性

53.7%
55.3%

53.3%
55.5%

52.0%
53.8%

53.4%
54.8%

53.1%
56.3%

51.8%
53.7%

56.2%
58.5%

54.7%
56.1%

55.0%
55.6%

55.6%
58.6%

57.6%
60.3%

54.4%
59.0%

女性
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１
回
あ
た
り
旅
行
費
用
は
１
割
増 

市
場
は
コ
ロ
ナ
前
の
６
割
程
度
に

　大
人
１
人
１
回
あ
た
り
の
宿
泊
旅
行
費

用
の
総
額
（
図
３
）は
、
全
体
平
均
で
５
万

６
９
０
０
円
と
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
５

１
０
０
円
増
加
し
た
。
な
お
、
前
回
調
査

で
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
に
よ
る
割
引
金
額
（
実
際
に
は
旅
行
者

が
支
払
っ
て
い
な
い
金
額
）を
含
め
た
総

額
を
尋
ね
た
が
、
今
回
は
割
引
後
の
金
額

（
実
際
に
旅
行
者
が
支
払
っ
た
金
額
）を
尋

ね
て
い
る
た
め
、
実
際
の
支
払
金
額
ベ
ー

ス
で
比
較
す
る
と
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
ア
ッ

プ
額
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　と
く
に
個
人
旅
行
の
交
通
費
は
１
万
３

６
０
０
円
と
前
年
度
か
ら
２
５
０
０
円
ア

ッ
プ
。
パ
ッ
ク
旅
行
の
パ
ッ
ク
費
が
５
万

６
３
０
０
円
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
４
８

０
０
円
と
大
き
く
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
２
０
２
０
年
度
に
よ
く
見
ら
れ
た
近

場
へ
の
旅
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
傾
向
が
縮
小
し
、
遠
方
へ
の
旅
が
増

え
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　現
地
消
費
に
つ
い
て
も
、
個
人
旅
行
で

２
万
２
２
０
０
円
、
パ
ッ
ク
旅
行
で
３
万

３
０
０
円
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

な
お
こ
れ
と
は
別
に
、
旅
先
で
行
っ
た
消

費
行
動
に
つ
い
て
聞
い
た
設
問
で
も
「
観

光
施
設
に
行
く
、
遊
ぶ
」の
実
施
率
上
昇

が
見
ら
れ
た
。
コ
ロ
ナ
１
年
目
に
多
く
見

ら
れ
た
「
宿
に
こ
も
っ
て
出
歩
か
な
い
」

と
い
う
滞
在
型
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
か
ら
、

旅
先
で
消
費
を
楽
し
む
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
旅

へ
の
揺
り
戻
し
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、「
旅
の
ス

タ
イ
ル
」に
関
す
る
デ
ー
タ
か
ら
も
読
み

取
れ
る
た
め
、
別
項
で
紹
介
し
た
い
（
詳

細
は
Ｐ
７
〜
）。

　結
果
と
し
て
、
宿
泊
旅
行
に
か
け
ら
れ

た
費
用
の
総
額
（
図
４
）は
推
計
４
兆
６

８
３
７
億
円
に
。
２
０
２
０
年
度
と
比
べ

る
と
24
・
４
％
増
、
約
１
兆
円
の
拡
大
と

な
り
、
２
０
１
９
年
度
の
６
割
近
く
ま
で

回
復
し
た
。
ま
た
、
現
地
消
費
の
占
め
る

比
率
が
全
体
の
40
％
と
な
り
、
２
０
１
９

年
度
の
水
準
に
近
づ
い
た
こ
と
も
ポ
イ
ン

ト
だ
。

図4  宿泊旅行にかけられた費用総額
0（%） 20 40 60 80 100

宿泊旅行にかけ
られた費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

個人旅行   
4兆2,085億円（89.9%）

パック旅行
4,752億円（10.1%）

宿泊費
1兆4,536億円（31.0%）

交通費
1兆476億円（22.4%）

現地消費
1兆8,736億円（40.0%）

パック費
3,090億円

4兆6,837億円（100.0％）

遠
方
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
旅
行
再
開
を
示
唆
？

交
通
費
や
現
地
消
費
額
が
増
え
る

コ
ロ
ナ
初
期
に
多
く
見
ら
れ
た
「
近
場
×
お
こ
も
り
」旅
が
一
段
落
？

旅
の
単
価
ア
ッ
プ
で
推
計
市
場
規
模
は
約
25
％
拡
大
し
た
。
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旅行費用

参考

19年度 8兆1,215億円 -6.1%

18年度 8兆6,496億円 14.8%

17年度 7兆5,352億円 6.3%

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

前年比
（%）

21年度 4兆6,837億円 24.4%

20年度 3兆7,659億円 -53.6%

（6.6%）

全旅行者 個人旅行 パック旅行

0 0 0

21年度

20年度

19年度

18年度

17年度

図3  1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり） ※トリム1.0％平均　※追加消費行動が有効回答

20,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000 60,000 60,000 80,000

※2018年度より現地小遣いの設問を変更し、トリム平均の処理も変更したたため、2017年度分については参考値
※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは…… データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
 ここでは、全体の上下合計1.0％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

34,900円 23,600円 58,500円 17,300円 15,900円 23,500円 56,700円 51,100円 24,100円 75,300円

34,700円 16,900円 51,600円 17,000円 16,000円 16,200円 49,300円 50,300円 22,700円 73,000円

参考

35,700円 24,100円 59,800円 17,500円 16,000円 23,900円 57,400円

宿泊＋交通 現地消費
総額 総額 総額
56,900円22,700円

（39.9%）34,200円

51,800円20,200円
（39.0%）31,600円

56,300円 30,300円
（35.0%） 86,500円

51,500円 26,300円
（33.8%） 77,800円

19,000円 13,600円 22,200円
（40.5%） 54,800円

18,600円 11,100円 19,600円
（39.7%） 49,400円

55,500円 26.300円 81,800円

宿泊費 交通費 現地消費 パック費 現地消費
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宿
タ
イ
プ
の
変
化
が
示
す 

ア
ク
テ
ィ
ブ
旅
の
増
加
傾
向

　利
用
し
た
宿
泊
施
設
（
表
３
）に
つ
い

て
は
、
２
０
２
０
年
度
に
ト
ッ
プ
２
だ
っ

た
「
旅
館
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」が
そ
れ

ぞ
れ
減
少
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
６
・
０

ポ
イ
ン
ト
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
た

「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
が
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
。
ト
ッ
プ
３
以
外
で
は
「
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
」も
増
加
。
設
備
の
充
実
し
た
旅
館
や

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
滞
在
す
る
「
お
こ
も

り
旅
」は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
旅
の
特
徴
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
が
、
２
０
２
１
年
度
は

ま
ち
あ
る
き
な
ど
を
楽
し
む
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
旅
行
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　一
次
交
通
（
表
４
）で
は
「
自
家
用
車
」

が
前
年
度
よ
り
5
・
8
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、

「
新
幹
線
・
特
急
列
車
」や
「
日
本
航
空
や

全
日
空
の
飛
行
機
」
が
微
増
。「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
」

「
新
幹
線
・
特
急
以
外
の
電
車
」も
１
〜
２

ポ
イ
ン
ト
伸
び
て
い
て
、
感
染
防
止
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
た
自
家
用
車
移
動
か
ら

公
共
交
通
機
関
へ
の
シ
フ
ト
が
見
て
取
れ

た
。
な
お
二
次
交
通
で
も
同
様
の
傾
向
が

現
れ
て
い
る
。

「
遠
方
×
長
期
の
旅
は
一
人
で
」 

と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
可
能
性

　旅
行
の
同
行
者
（
図
５
）で
は
、
２
０
２

０
年
度
に
減
少
し
た
「
一
人
旅
」が
再
び

増
加
に
転
じ
て
２
割
を
突
破
。「
夫
婦
二

人
で
の
旅
行
」が
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
前
の

傾
向
に
近
づ
い
た
。
と
は
い
え
、「
友
人
と

の
旅
行
」「
職
場
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の

団
体
旅
行
」が
少
な
い
傾
向
は
続
い
て
い

て
、
ご
く
親
し
い
人
と
だ
け
行
く
少
人
数

表4  目的地までの主な交通手段トップ3
  （単一回答） ※ベース：宿泊旅行件数

21年度 20年度 19年度

1 自家用車 48.1% 53.9% 39.9%

2 新幹線・特急列車 16.2% 14.1% 20.2%

3 日本航空や全日空の飛行機 12.0% 11.0% 16.1%

表3  宿泊施設のタイプ（単一回答）
	 	※ベース：宿泊旅行件数

21年度 20年度 19年度

1 旅館 23.5% 26.2% 21.0%

2 ビジネスホテル 22.1% 19.4% 25.4%

3 リゾートホテル 22.0% 24.7% 20.7%

21年度 全体

20年度	全体

19年度	全体

18年度	全体

17年度	全体

16年度	全体

15年度	全体

14年度	全体

13年度	全体

12年度	全体

図5  宿泊旅行の同行者 （単一回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数（単位：％）

1.2

1.2

1.0

1.1

0.8	

0.8	

1.4

1.4

1.7

1.8

0.3

0.6

0.5

0.8

0.5

1.8

小学生以下子連れ家族旅行…小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行…中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行…職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

21年度
20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

女性

男性

女性

15.0 12.416.119.4 13.9 16.94.1

26.5 7.98.13.76.54.536.74.1

26.9 21.0 15.72.210.010.111.9

26.2 6.92.07.15.327.414.58.7

14.6 6.33.810.07.927.521.47.4

41.23.512.3 9.215.15.86.64.2

男性

女性

0.5

0.3

1.4

0.3

1.0

14.5	 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

15.4	 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9	 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5	 3.313.28.48.57.0	 25.3 11.2 4.2

17.2	 3.213.18.38.57.0	 25.5 11.8 4.3

18.0	 2.712.87.88.47.8	 25.2 12.0 4.5

18.6	 2.512.57.98.48.2 25.2 11.5 4.2

20.1 9.1 27.4 11.8 5.1 7.5 7.3 10.0

17.8	 9.9	7.5	8.19.4	 29.7	 11.6	 4.3	

17.2	 2.912.78.48.97.3	 25.7 11.1 4.5

1.1

1.0

1.4

0.9

0.9

グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
は
よ
り
少
人
数
化

「
長
期
旅
行
に
一
人
で
」の
傾
向
も

旅
の
個
人
化
は
今
後
も
継
続
？
コ
ロ
ナ
禍
中
に
生
ま
れ
た

新
た
な
ス
タ
イ
ル
が
定
着
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
見
え
て
き
た
。

旅の
スタイル

一人旅 恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行

団体旅行

その他
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旅
行
が
多
い
点
は
昨
年
と
同
様
。
全
体
的

に
、
旅
の
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
は
小
さ
く
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、「
一
人
旅
」に
つ
い
て
性
・
年
代

別
構
成
比
の
経
年
変
化
（
表
５
）を
見
て

み
る
と
、
今
回
の
増
加
の
一
因
は
女
性
の

一
人
旅
増
だ
と
分
か
る
。
と
く
に
20
〜
34

歳
女
性
、
35
〜
49
歳
女
性
で
の
伸
び
は
目

立
ち
、
２
０
１
９
年
度
と
比
較
し
て
も
増

え
て
い
る
ほ
ど
だ
。
感
染
症
へ
の
配
慮
か

ら
友
人
と
旅
に
行
く
の
を
控
え
た
分
、
ひ

と
り
で
旅
に
行
っ
た
な
ど
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
50
〜
79
歳
男

女
で
一
人
旅
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
も
注

目
し
た
い
。

　こ
う
し
た
一
人
旅
の
増
加
に
着
目
し
、

同
行
者
別
に
旅
行
の
行
き
先
や
宿
泊
数
を

見
て
み
た
（
表
６
）。
一
人
旅
の
行
き
先
を

他
の
同
行
形
態
と
比
較
す
る
と
、
非
隣
接

ブ
ロ
ッ
ク
、
つ
ま
り
や
や
遠
い
行
き
先
で

あ
る
率
が
高
く
、
１
回
あ
た
り
の
泊
数
も

多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
同
ブ

ロ
ッ
ク
内
で
の
旅
行
、
つ
ま
り
最
も
近
い

エ
リ
ア
へ
の
旅
行
を
選
ん
で
い
る
の
が
、

「
恋
人
と
の
旅
行
」や
「
小
学
生
以
下
子
連

れ
家
族
旅
行
」だ
。
コ
ロ
ナ
影
響
の
も
と

で
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
遠
方
へ

の
旅
に
人
を
誘
う
の
を
控
え
が
ち
だ
が
、

ど
う
し
て
も
行
き
た
い
と
思
う
遠
方
に
は

一
人
で
行
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
一
人
旅
の

比
率
を
押
し
上
げ
る
と
同
時
に
宿
泊
数
を

伸
ば
し
、
県
外
旅
行
の
増
加
に
も
つ
な
が

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊 6泊以上 平均
21年度 
全体 60.7 22.5 9.5 3.1 1.6 2.6 1.83泊

20年度
全体 63.6 21.1 8.9 2.7 1.4 2.3 1.75泊

19年度
全体 56.9 26.4 10.0 3.0 1.6 2.1 1.80泊

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

20～34歳 男性 23.2 26.1 26.9 28.8 29.1 26.8 27.4 29.8 26.0 26.9 

女性 10.2 11.6 12.6 14.3 12.6 13.9 14.4 13.7 11.0 15.0 

35～49歳 男性 20.9 21.9 23.0 24.8 24.2 26.2 24.5 26.4 27.1 26.2 

女性 8.0 9.7 10.1 11.7 11.3 10.7 12.1 12.7 12.9 14.6 

50～79歳 男性 16.9 17.7 18.3 19.2 20.1 20.7 22.1 21.2 23.2 26.5 

女性 11.3 11.0 10.4 12.3 11.4 10.6 11.9 12.5 9.1 12.3 

図6　旅行１回あたりの宿泊数（単位：％）

15,000

10,000

5,000

0

（万人回）

居住県内旅行 居住県外旅行

1,652 1,478 1,855 1,937

14,252
13,115

5,892
6,817

図7　居住県内外別の延べ旅行者数の推移（推計値）
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表5　性・年代別「一人旅」構成比の推移（単位：％）

表6　同行形態別　宿泊旅行先のブロック構成比と泊数（単一回答／延べ宿泊旅行件数ベース、一部抜粋） （単位：％）

（居住ブロックと）同ブロック 隣接ブロック 非隣接ブロック 北海道ブロック 沖縄ブロック 泊数
21年度全体 45.4 29.7 17.7 4.6 2.6 1.83泊

一人旅 30.4 30.0 29.3 7.2 3.1 2.30泊

恋人との旅行 50.4 28.5 14.8 4.1 2.1 1.77泊

夫婦二人での旅行 48.7 29.0 15.4 4.1 2.8 1.83泊

小学生以下子連れ家族旅行 58.1 26.8 9.7 2.9 2.6 1.60泊

その他の家族旅行 46.7 31.3 16.6 2.9 2.4 1.63泊

友人との旅行 40.1 33.0 19.0 4.9 3.1 1.67泊

21年度
20年度
19年度
18年度

■全体より5ポイント以上多い項目
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っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
今
回

の
調
査
で
は
、
旅
行
１
回
あ
た
り
の
平
均

泊
数
が
１
・
83
泊
と
過
去
最
高
値
と
な
っ

て
い
る
（
図
６
）。
な
か
で
も
目
立
つ
の
が

６
泊
以
上
の
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
増
加
傾
向

で
、
こ
の
こ
と
と
一
人
旅
の
泊
数
の
多
さ

に
は
関
係
が
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　県
外
旅
行
者
に
つ
い
て
も
、
２
０
２
０

年
度
と
比
べ
る
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

分
県
内
旅
行
比
率
は
下
が
っ
た
が
、
数
と

し
て
は
昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
て
お
き
た
い
（
図
７
）。

　旅
行
の
手
配
方
法
（
図
８
）に
つ
い
て

は
、
個
人
旅
行
の
比
率
が
93
・
３
％
ま
で

増
加
。
コ
ロ
ナ
影
響
の
強
く
出
た
２
０
２

０
年
度
と
比
較
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

で
揺
り
戻
し
が
感
じ
ら
れ
る
な
か
、
２
０

２
０
年
度
以
上
に
個
人
旅
行
化
が
進
ん
だ

形
で
、
今
後
こ
の
傾
向
が
継
続
す
る
の
か

ど
う
か
に
は
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。

「
お
こ
も
り
旅
」は
減
少
す
る
も 

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
増
加

　旅
の
目
的
（
図
９
）を
見
て
み
る
と
、
前

回
コ
ロ
ナ
影
響
で
大
き
く
伸
び
た
「
宿
で

の
ん
び
り
過
ご
す
」「
温
泉
や
露
天
風
呂
」

は
や
や
減
少
。
一
方
で
、「
テ
ー
マ
パ
ー

ク
」「
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
」「
ス
ポ
ー
ツ
・

芸
能
鑑
賞
」な
ど
「
遊
び
に
出
る
」タ
イ
プ

の
旅
の
増
加
が
、
現
地
消
費
の
増
加
に
も

影
響
し
て
い
そ
う
だ
。

　と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と

「
宿
」「
温
泉
」
の
比
率
は
依
然
と
し
て
高

く
、
コ
ロ
ナ
影
響
が
全
く
な
か
っ
た
２
０

１
８
年
度
と
比
べ
る
と
「
宿
」は
10
・
８
ポ

イ
ン
ト
、「
温
泉
」は
５
・
2
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
お
こ
も
り
旅
」

人
気
は
、
と
く
に
女
性
で
顕
著
だ
。
こ
う

し
た
傾
向
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
一
時
的
な
影
響
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

全
体
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
継
続
す
る
可

能
性
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

宿でのんびり過ごす

温泉や露天風呂

地元の
美味しいもの
を食べる

花見や紅葉などの
自然観賞

名所、旧跡の観光

テーマパーク
（遊園地、動物園、
博物館など）

買い物、
アウトレット

お祭りや
イベントへの
参加・見物

スポーツ観戦や
芸能鑑賞

（コンサート等）

アウトドア
（海水浴、
釣り、登山など）

まちあるき、
都市散策

各種体験（手作り、
果物狩りなど）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

その他スポーツ
（ゴルフ、
テニスなど）

ドライブ・
ツーリング

友人・
親戚を訪ねる

その他

図9　宿泊旅行の目的（複数回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数
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図8　旅行の手配方法（単位：％）
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旅
行
者
数
で
再
び
東
京
が
ト
ッ
プ
に	

県
内
旅
行
定
着
で
勢
力
図
に
変
化
？

　都
道
府
県
別
の
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
で

は
、
昨
年
初
め
て
ラ
ン
ク
を
下
げ
た
東
京

都
が
ト
ッ
プ
に
返
り
咲
き
（
表
７
）。
そ
の

他
多
く
の
地
域
で
旅
行
者
数
増
と
な
っ
た

が
、
と
く
に
東
京
都
、
大
阪
府
、
千
葉
県
、

福
岡
県
な
ど
都
市
部
を
中
心
に
順
位
が
上

昇
し
、
増
加
率
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
大
都
市

圏
が
上
位
を
占
め
る
（
表
８
）。
コ
ロ
ナ
禍

で
敬
遠
さ
れ
て
い
た
大
都
市
圏
へ
の
旅
が

戻
っ
て
き
た
と
い
え
そ
う
だ
。

　県
内
旅
行
は
全
体
で
22
・
１
％
と
比
率

は
や
や
低
下
し
た
が
、
こ
れ
は
県
外
旅
行

の
比
率
が
上
が
っ
た
た
め
に
相
対
的
に
下

が
っ
た
も
の
。
件
数
で
は
全
体
に
昨
年
と

同
程
度
の
水
準
が
維
持
さ
れ
て
い
て
（
Ｐ

８
図
7
も
参
照
）、
県
別
で
も
大
半
で
コ

ロ
ナ
前
よ
り
増
加
し
て
い
る
な
ど
変
わ
ら

ず
需
要
が
あ
る
。
な
お
県
内
旅
行
率
ト
ッ

プ
は
２
０
２
０
年
度
に
続
き
北
海
道
。
５

位
の
長
崎
県
、
６
位
の
富
山
県
、
７
位
の

高
知
県
で
は
、
２
０
２
０
年
度
以
上
に
県

内
旅
行
比
率
が
上
が
る
結
果
と
な
っ
た

（
表
９
）。
ブ
ロ
ッ
ク
別
延
べ
宿
泊
旅
行
者

数
は
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
増
加
。
な
か
で
も
関

東
へ
の
旅
行
は
３
２
６
万
人
、
関
西
へ
の

旅
行
は
１
８
２
万
人
と
大
き
く
伸
び
た
。

関
東
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
旅
行
者
も
増

え
て
い
る
（
表
10
）。

　都
道
府
県
別
の
満
足
度
で
は
、
和
歌
山

県
が
初
の
総
合
１
位
に
（
表
11
）。
和
歌
山

県
で
は
県
内
旅
行
者
の
割
合
が
２
０
２
０

年
度
よ
り
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
遠
出
し
に
く
い
な
か
で
居
住

者
が
県
内
を
旅
先
に
選
び
、
改
め
て
地
元

の
観
光
力
の
高
さ
に
気
付
く
機
会
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。

　そ
の
他
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
食
の
分
野

で
ト
ッ
プ
３
を
北
陸
３
県
が
独
占
し
、
な

か
で
も
石
川
県
は
多
く
の
分
野
で
ト
ッ
プ

10
入
り
す
る
な
ど
評
価
を
上
げ
て
い
る
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
各
ラ
ン
キ
ン
グ
の
項

を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
（
表
12
）。

表7	 都道府県別
	 延べ宿泊旅行者数
	 ランキング

第 位

都道府県 推計値
1 東京都 647万人
2 北海道 608　　
3 長野県 414　　
4 静岡県 406　　
5 大阪府 382　　
6 神奈川県 373　　
7 京都府 365　　
8 千葉県 302　　
9 福岡県 293　　
10 兵庫県 288　　

表8	 都道府県別
	 延べ宿泊旅行者数
	 増加率ランキング

第 位

都道府県 増加率
1 東京都 50.3%
2 愛知県 42.3　
3 福岡県 41.1　
4 大阪府 35.3　
5 岡山県 30.7　
6 宮崎県 30.2　
7 茨城県 25.8　
8 長崎県 22.9　
9 京都府 21.5　
10 千葉県 21.3　

第 位

表9	 居住県内の旅行の割合
	 ランキング　　　　　					（％）

都道府県 21年度 20年度 19年度
全体 22.1 23.9 10.1

1 北海道 65.0 76.7 55.2
2 岩手県 57.3 59.5 16.9
3 秋田県 52.4 61.0 6.1
4 新潟県 47.7 48.1 16.3
5 長崎県 45.2 33.0 12.4
6 富山県 43.5 31.6 8.5
7 高知県 42.3 24.5 7.4
8 長野県 41.7 42.7 19.6
9 青森県 39.9 42.4 10.2
10 福島県 39.8 40.0 22.4

表11	 総合的な満足度の
	 高かった都道府県
全体平均（前年度85.8） 84.6%
1 和歌山県 91.0%	
2 沖縄県 90.8　	
3 三重県 89.7　
4 北海道 88.3　
5 京都府 88.1　
6 青森県 88.0　
7 福井県 87.8　
8 長崎県 87.5　
9 静岡県 87.2　
10 大分県 87.1　

位第

表10		居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数		（19→20年度）

※-100万人以上：網掛け白文字

（単位：万人） 北海道 東北 関東 甲信越・
北陸 東海 関西 中四国 九州 沖縄

21年度 608 775 1,902 1,089 962 1,311 808 1,014 284
20年度 526 741 1,576 996 854 1,129 774 886 265
19年度 1,091 1,191 3,488 1,735 1,586 2,188 1,279 1,559 474
21年度−20年度 82 34 326 93 108 182 35 127 19
北海道 4 11 29 2 4 7 2 -1 8
東北 7 -8 37 1 5 3 4 2 -1
関東 34 44 38 14 50 75 31 55 13
甲信越・北陸 4 -2 27 46 9 -2 3 6 3
東海 18 -3 48 19 9 36 -4 14 3
関西 7 -3 57 8 16 32 2 18 8
中四国 0 -4 28 -1 7 22 2 9 1
九州 5 -3 52 4 7 7 -4 23 4
沖縄 4 2 10 1 2 3 -2 1 -20

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

202
2

大
都
市
圏
へ
の
旅
行
が
回
復

総
合
1
位
の
和
歌
山
県
、
北
陸
勢
も
健
闘

大
都
市
圏
へ
の
旅
行
増
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
ゆ
る
や
か
な
回
復
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

評
価
に
お
け
る
上
位
陣
の
変
化
な
ど
、
今
後
の
国
内
旅
行
に
つ
な
が
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

都道府県別
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表12  項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

地元ならではの
美味しい食べ物が多かった

海鮮への評価を武器に北陸3県が上位独占
昨年度もそれぞれトップ10入りを果たしていた
北陸3県がトップ4に。福井県は「かに」「そば」、
石川県は「寿司」「かに」「のどぐろ」、富山県は
「刺身」「白海老」「ぶり」などが高評価の源。そ
の他鹿児島県の「黒豚」、三重県の「伊勢海老」、
岐阜県の「飛騨牛」と海鮮や肉が強い。

第 位

全体平均（前年度 63.7%） 62.0 %
1 福井県 79.0 %
2 石川県 77.1 
3 富山県 74.1 
4 鹿児島県 73.4 
5 北海道 73.3 
6 三重県 72.7 
7 沖縄県 72.4 
8 高知県 72.2 
9 山形県 72.1 
10 岐阜県 72.0 

魅力のある特産品や
土産物が多かった

石川県が初の1位。地域の開発力が伝わる
調査開始以来16年間1位を維持していた沖縄
県に代わって石川県がトップに。海産物に加え
「和菓子」や「酒・地酒・日本酒」などが人気とな
った。他にも地酒やスイーツへの評価の声は多
く、地域側の商品開発力の向上を感じさせる。

第 位

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

ビーチ、水族館、テーマパークが人気
1位の沖縄県は海や水族館、マリンスポーツが人
気。2位の千葉県、3位の大阪府はテーマパーク
を中心に、グランピングやサーフィン（千葉県）、
街歩き（大阪府）も評価された。9位の兵庫県は
新しいテーマパークの名前も多く挙がった。

第 位

全体平均（前年度 26.3%） 28.4%

1 沖縄県 47.7 %
2 千葉県 44.6 
3 大阪府 37.0 
4 長崎県 34.0 
5 北海道 33.8 
6 神奈川県 31.8 
7 東京都 31.2 
8 山梨県 30.7 
9 兵庫県 30.5 
10 大分県 30.3 

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

上位3県はテーマパークや水族館が高評価
トップ3は2008年度から変わらず。テーマパー
クや水族館、ビーチなどが人気の要因だが、子
供向けのサービスなども評価のポイントとなっ
ている。10位の山梨県ではキャンプやフルーツ
狩りなどのアクティビティも人気だ。

第 位

全体平均（前年度 24.2%） 26.0%

1 千葉県 46.9 %
2 沖縄県 39.4 
3 和歌山県 34.2 
4 長崎県 32.2 
5 三重県 32.1 
6 北海道 30.9 
7 大阪府 30.8 
8 栃木県 30.6 
9 茨城県 30.4 
10 山梨県 29.3 

地元の人の
ホスピタリティを感じた

1位継続の沖縄県は観光施設以外でも高評価
沖縄県の1位は今回で17回目。宿や観光施設
に限らず、居酒屋での食事時、マリンスポーツの
体験時などでの印象を挙げる声が多い。圏外か
らランクインした5位の石川県でも、「どの店に行
ってもみんな親切」などのコメントが見られた。

第 位

全体平均（前年度 27.7%） 28.3%

1 沖縄県 46.6 %
2 愛媛県 36.8 
3 北海道 36.1 
4 山形県 35.9 
5 石川県 35.0 
6 徳島県 34.8 
7 青森県 33.2 
8 大分県 32.9 
9 島根県 32.8 
10 秋田県 32.5 

ご当地ならではの
体験・アクティビティが楽しめた

自然環境体験が強いが、ニッチなニーズも
マリンスポーツが人気の沖縄県が1位。2位徳島
県の渦潮観光、3位大分県の温泉巡りや地獄
蒸しなど自然環境を利用した体験への評価が
高いが、少数ながら「カーリング」「ウニ割」「スト
ーブ列車」などのご当地体験も支持されている。

第 位

全体平均（前年度 33.8%） 35.3 %

1 沖縄県 53.8 %
2 徳島県 45.5 
3 大分県 45.2 
4 長野県 44.3 
5 北海道 43.1 
6 山形県 42.2 
7 和歌山県 42.1 
8 群馬県 40.8 
9 青森県 40.7 
10 岐阜県 40.2 

魅力的な
宿泊施設が多かった

大分県は2年ぶり1位、群馬県が初のベスト3
高評価の理由として多くの温泉宿の名前が挙
がる大分県が2年ぶり11回目の1位に。2位の
沖縄県は洗練されたリゾートとして評価を集め、
調査開始以来初の3位となった群馬県は温泉
宿以外にキャンプやグランピング施設でも評価
を集めた。

第 位

全体平均（前年度 52.1%） 50.2 %
1 大分県 68.0 %
2 沖縄県 65.6 
3 群馬県 59.0 
4 神奈川県 58.3 
5 鹿児島県 58.1 
6 北海道 57.8 
6 石川県 57.8 
8 静岡県 56.9 
9 京都府 56.1 
10 山形県 55.2 

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

京都府が12年ぶり1位。神社仏閣に支持
12年ぶり3回目の1位を獲得した京都府、3年
ぶりにベスト3入りの奈良県など、神社仏閣巡
りが大人レジャーの王道として評価されている。
3位の沖縄県では、海やマリンスポーツ、宿泊
施設を評価ポイントとして挙げる人も多い。

第 位

現地で良い観光情報を
入手できた

「ネットやSNS」と「人」の両方が評価される
宿や飲食店、観光施設、パンフレットなど従来
の接点に加え、インターネットやSNSでの情報
提供が増加。とくに2位の京都府はSNSや検
索サイトが評価された。一方で1位の沖縄県で
は地元の人からの情報に強みがあるようだ。

第 位

全体平均（前年度 27.2%） 28.1%

1 沖縄県 46.1 %
2 京都府 36.9 
3 愛媛県 36.8 
4 北海道 36.4 
4 徳島県 36.4 
6 高知県 34.9 
7 鹿児島県 34.2 
8 島根県 33.5 
9 石川県 32.7 
10 奈良県 31.5 

全体平均（前年度 39.7%） 40.2%

1 京都府 52.7 %
2 奈良県 51.2 
3 沖縄県 51.1 
4 千葉県 49.3 
5 大分県 46.6 
6 神奈川県 45.2 
6 長崎県 45.2 
8 石川県 44.5 
9 愛媛県 43.5 
10 北海道 43.1 

全体平均（前年度 52.0%） 50.9%

1 石川県 65.0 %
2 沖縄県 63.4 
3 山形県 61.9 
4 愛媛県 61.5 
5 北海道 60.9 
6 鹿児島県 60.2 
7 京都府 59.3 
8 青森県 58.3 
9 長崎県 57.9 
10 高知県 57.8 
10 熊本県 57.8 
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恐
怖
感
×
旅
行
意
向
で	

「
旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
」を
み
る

　第
一
回
調
査
時
点
（
２
０
２
０
年
７

月
）か
ら
「
旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
」に

変
化
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
見
る
た
め
に

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
恐
怖
感
（
以
下
、
恐
怖
感
）」と
「
旅
行

意
向
」に
つ
い
て
共
通
の
問
い
を
設
け
て

比
較
し
た
。

　恐
怖
感
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
へ
の
恐

怖
感
を
０
＝
「
ま
っ
た
く
恐
ろ
し
く
な
い
」

か
ら
10
＝
「
最
大
の
恐
怖
」の
数
値
で
回
答

し
て
も
ら
っ
て
比
較
。
２
０
２
０
年
調
査

で
は
「
８
」以
上
の
強
い
恐
怖
感
が
４
割
を

超
え
て
い
た
の
が
、
今
回
は
20
ポ
イ
ン
ト

近
く
減
少
し
、
恐
怖
感
は
こ
の
２
年
間
で

大
き
く
和
ら
い
だ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　同
じ
く
旅
行
意
向
に
つ
い
て
も
、
０
＝

「
全
く
行
き
た
く
な
い
」か
ら
10
＝
「
す
で

に
行
く
こ
と
を
決
め
た
」と
し
て
集
計
し

た
。
２
０
２
０
年
調
査
で
は
「
０
」が
15
％

以
上
。
調
査
対
象
者
は
２
０
１
９
年
４
月

〜
２
０
２
０
年
３
月
の
間
に
実
際
に
旅
行

に
行
っ
て
い
た
人
で
あ
り
、
本
来
は
一
定

の
旅
行
意
向
が
あ
る
人
た
ち
だ
が
、
と
く

に
シ
ニ
ア
女
性
を
中
心
に
多
く
が
「
行
き

「旅行価値観への影響」調査

図10	 新型コロナウイルス恐怖感×旅行意向
	 （2020年、22年）	

26.3%
（11.1）

21.1%
（10.7）

36.8%（2.6） 20.5%（1.5）42.4%（3.0）

13.2%
（6.7）

65.6%
（33.1）

20.6%
（8.7）

53.0%
（22.4）

新型コロナウイルス恐怖感

大（8〜10） 中（4〜7） 小（0〜3）

大
（8〜10）

（n=2,020）

中
（4〜7）

（n=2,412）

42.3
%

50.5
%

7.2
%

旅
行
意
向

小（0〜3）
（n=342）

2022年

ウ
イ
ル
ス
へ
の
恐
怖
感
が
和
ら
ぎ
、

「
旅
行
し
た
い
」気
持
ち
が
高
ま
る

前
回
調
査
で
も
「
い
ず
れ
は
戻
る
」と
予
想
さ
れ
て
い
た
「
旅
へ
の
欲
求
」。

コ
ロ
ナ
へ
の
恐
怖
心
の
減
少
と
と
も
に
「
行
き
た
い
気
持
ち
」が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

旅を
したいか？

コ
ロ
ナ
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
こ
と

旅
へ
の
欲
求
。「
旅
を
し
た
い
」気
持
ち
は
い
ず
れ

コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら
変
わ
る
こ
と

①
価
値
観
＝
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
化

　社
会
的
欲
求
か
ら
来
る
消
費
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

車
な
ど
）は
減
り
、
身
の
丈
消
費
、
自
分
の
生

活
を
守
る
行
動
が
第
一
と
な
る
。

②
地
方
へ
の
関
心
＝
上
昇

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
都
会
生
活
へ
の
疑
問
か
ら
地

方
に
目
が
向
く
。
地
方
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
。

③
旅
行
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
＝
縮
小

　感
染
症
対
策
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
実
は
コ
ロ

ナ
前
か
ら
見
ら
れ
た
現
象
。
旅
に
個
人
の
志
向

が
出
や
す
く
な
り
、
地
域
に
は
そ
れ
に
応
え
る

個
性
が
必
要
に
な
る
。

④
社
会
の
目
、
地
域
の
目
＝
よ
り
厳
し
く
観
光
客
、

観
光
事
業
者
、
住
民
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
わ
れ
、

住
民
視
点
を
取
り
入
れ
た
持
続
可
能
な
観
光

地
経
営
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
支
援
志
向
で
訪

れ
て
く
れ
る
観
光
客
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
必

要
。

第
二
回
調
査
の
結
果
を
見
て
い
く
際
に
は
、
第
一

回
調
査
か
ら
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
に
も

注
目
し
た
い
。
変
化
の
揺
り
戻
し
、
逆
に
さ
ら
に

強
化
さ
れ
た
価
値
観
を
つ
か
む
こ
と
が
、
今
後
の

需
要
拡
大
、
満
足
度
向
上
の
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

ここからどう変わる？
第一回調査の振り返り

地方への関心増
価値観は身の丈化
今回の『新型コロナウイルス感染症
による旅行価値観への影響』調査
は二回目。前回からどのような変化
があったかを見ていくため、第一回
調査（２０２０年７月実施）で得られ
た知見を確認しておく。

43.8%
（10.0）

57.4%
（19.5）

36.9%
（12.6）

33.9%
（14.7）

57.9 %
（25.0）

13.3%
（3.0）

43.0%
（9.8）

新型コロナウイルス恐怖感

大（8〜10） 中（4〜7） 小（0〜3）

大
（8〜10）

（n=2,400）

中
（4〜7）

（n=4,563）

22.7
%

43.2
%

34.0
%

旅
行
意
欲

小
（0〜3）

（n=3,593)

8.2%
（3.5）

5.6%
（1.9）

2020年

※（  ）内の数値は全体を100％とした時の割合
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た
く
な
い
」に
転
じ
て
い
た
。
し
か
し
今

回
の
調
査
で
は
「
０
」が
２
・
１
％
ま
で
減

少
し
、
全
体
平
均
も
４
・
９
か
ら
６
・
９

に
上
が
る
な
ど
、
全
体
に
旅
に
行
き
た
い

気
持
ち
が
増
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
両
者
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と

で
よ
り
リ
ア
ル
に
旅
行
に
向
け
て
動
く
気

持
ち
を
捉
え
た
の
が
図
10
。「
恐
怖
感
」と

「
旅
行
意
向
」を
そ
れ
ぞ
れ
小
（
０
〜
３
）、

中
（
４
〜
７
）、
大
（
８
〜
10
）と
３
段
階

に
集
約
し
、
そ
の
掛
け
合
わ
せ
で
ボ
リ
ュ

ー
ム
の
推
移
を
捉
え
て
い
る

　最
も
増
え
た
の
は
「
恐
怖
感
中
」×
「
旅

行
意
向
大
」で
、
９
・
８
％
→
22
・
４
％
と

12
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
。
次
い
で
「
恐
怖

感
中
×
旅
行
意
向
中
」が
25
・
０
％
→
33
・

１
％
と
＋
８
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

る
。

気
持
ち
の
変
化
が
大
き
い
の
は 

女
性
と
60
代
男
性

　さ
ら
に
こ
う
し
た
傾
向
を
恐
怖
感
×
旅

行
意
向
を
性
・
年
代
別
で
捉
え
た
の
が
図

11
。
横
軸
に
「
恐
怖
感
」、
縦
軸
に
「
旅
行

意
向
」を
と
り
、
２
０
２
０
年
と
２
０
２

２
年
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
性
・
年
代
別

の
加
重
平
均
値
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。
こ
れ

を
見
る
と
、
全
体
に
矢
印
が
右
上
に
伸
び

て
い
て
、
２
０
２
０
年
調
査
時
に
比
べ
て

恐
怖
感
は
弱
ま
り
、
旅
行
意
向
が
増
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
女
性
を
示
す
矢
印
が
グ

ラ
フ
の
左
側
に
あ
る
こ
と
は
、
女
性
の
ほ

う
が
よ
り
恐
怖
感
を
大
き
く
感
じ
て
い
る

こ
と
を
示
す
が
、
変
化
の
大
き
さ
を
反
映

す
る
矢
印
の
長
さ
は
女
性
の
方
が
長
く
、

旅
行
意
向
の
増
加
度
も
大
き
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
と
く
に
変
化
が
大
き
い
の
は

高
齢
層
（
50
代
、
60
代
以
上
）の
女
性
だ
。

男
性
で
は
、
20
代
、
30
代
は
変
化
が
小
さ

い
が
、
60
代
に
つ
い
て
は
女
性
と
同
じ
よ

う
に
旅
行
意
向
の
高
さ
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
後
は
女
性
と
と
も
に
シ
ニ

ア
男
性
が
旅
行
に
戻
っ
て
く
る
可
能
性
も

高
そ
う
だ
。

「
趣
味
・
余
暇
」に
使
う
時
間
は 

コ
ロ
ナ
前
よ
り
増
え
る
見
込
み

  

時
間
の
使
い
方
も
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し

た
こ
と
の
一
つ
だ
が
、
今
後
は
ど
う
変
わ

る
の
だ
ろ
う
か
？
第
一
回
調
査
で
は
コ
ロ

ナ
前
と
２
０
２
０
年
の
変
化
を
聞
い
た
が
、

今
回
の
調
査
で
は
こ
れ
に
加
え
、「
コ
ロ

ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
あ
と
の
時
間
の
使
い

方
が
ど
う
な
り
そ
う
か
」に
つ
い
て
も
尋

ね
て
数
値
化
。
そ
の
結
果
か
ら
、
コ
ロ
ナ

前
を
「
０
」と
し
た
場
合
の
増
減
傾
向
を

パ
タ
ー
ン
化
し
た
（
図
12
）。

　コ
ロ
ナ
で
増
え
た
が
も
と
に
戻
る
の
は

「
家
で
過
ご
す
時
間
」「
睡
眠
時
間
」。「
仕

事
」「
社
会
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」は
コ

ロ
ナ
影
響
で
減
少
し
た
が
回
復
し
、「
趣

味
・
余
暇
」と
と
も
に
コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
伸

び
る
傾
向
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
最

も
大
き
く
減
少
し
た
「
人
付
き
合
い
」の

た
め
の
時
間
も
回
復
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

「
趣
味
・
余
暇
」に
含
ま
れ
る
旅
行
も
、
コ

ロ
ナ
前
よ
り
伸
び
る
こ
と
が
期
待
で
き
そ

う
だ
。

図12  時間の使い方の時系列変化

0%

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

家庭

睡眠

人付き合い

趣味・
余暇

社会活動・
ボランティア仕事

行
き
た
い

恐ろしい 恐ろしくない

行
き
た
く
な
い

2020年
2022年

20代
30代
40代
50代
60代以上

20代
30代
40代
50代
60代以上

全体

図11  新型コロナ恐怖感×旅行意向（加重平均）
 2020年～2022年の変化

調査概要

調査名 「新型コロナウイルス感染症による
旅行価値観への影響」調査

調査方法 インターネットによる調査

調査対象時期

今回調査2022年3月4日（金）～
2022年3月7日（月）
前回調査2020年7月31日（金）～
2020年8月2日（日）

調査対象者 全国20歳以上の過去1年間
サンプル数 5,150件

集計・分析手法
について

性・年代によって10セルのセグメントに分類
し、各セル515人ずつ回収。「じゃらん宿泊旅
行調査2021」より得られた旅行者の性・年代
別構成比に合わせてウエイトバックを実施

旅
行
意
向

新型コロナウイルス
恐怖感
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シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
る
た
め 

自
分
の
気
持
ち
に
正
直
に
な
る
傾
向

　コ
ロ
ナ
の
影
響
で
増
加
し
、
そ
の
ま
ま

あ
る
程
度
定
着
し
そ
う
な
の
は
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
心
理
的
シ
ョ
ッ
ク
や
、
そ
こ
か
ら

逃
れ
る
た
め
に
娯
楽
を
求
め
る
気
持
ち

（
現
実
逃
避
）、
エ
コ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
、
一
人
時
間
へ
の
意
識
な
ど
（
①
）。
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
最
も
大
き
く
受
け
た
領
域

で
、
そ
の
名
残
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。
増

加
し
た
が
戻
る
の
が
「
過
剰
」な
反
応
や

不
安
（
②
）。「
そ
こ
ま
で
は
必
要
な
い
と

わ
か
っ
た
」ジ
ャ
ン
ル
と
言
え
る
。
増
加

し
た
ま
ま
定
着
、
ま
た
は
伸
び
そ
う
な
価

値
観
は
、
地
元
・
地
方
志
向
や
、
背
伸
び

せ
ず
あ
り
の
ま
ま
で
い
た
い
と
い
う
欲
求
、

社
会
貢
献
意
欲
な
ど
（
③
）。
人
と
の
つ
な

が
り
や
出
会
い
を
求
め
る
一
方
で
、
不
必

要
な
人
間
関
係
は
整
理
す
る
傾
向
も
強
ま

り
そ
う
だ
。
自
然
・
地
方
志
向
と
そ
れ
に

伴
う
エ
コ
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
へ
の
関
心
も

さ
ら
に
上
昇
す
る
と
み
ら
れ
る
。

「旅行価値観への影響」調査

シ
ョ
ッ
ク
は
去
っ
て
も
ぼ
ん
や
り
不
安

「
身
の
丈
」志
向
は
続
き
、
絆
を
求
め
る

コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
価
値
観
の
変
化
を
３
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
パ
タ
ー
ン
化
。

強
化
さ
れ
る
こ
と
、
も
と
に
戻
る
こ
と
を
「
生
活
価
値
観
」「
お
金
」「
行
動
」の
面
か
ら
捉
え
る
。

価値観の
変化

生
活
価
値
観

あてはまる項目例
□自分たちの普段の生活がいかに脆いものであったかを実感した
□世の中の格差、貧富の差を強く感じるようになった
□完全に感染リスクがなくならないと何もできないと思う
□外出するのが億劫になった（出不精になった）
□何も考えずにのんびりしたい
□一人になる時間も大事だと思うようになった
□節約意識が高まった
□地産地消が良いと思うようになった
□三密などのリスクを避けるためのサービスを受けるためには少々金額が上乗せさ
れるのは仕方ないと思う

パターン①   増加し、ある程度定着する価値観

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

あてはまる項目例
□旅行・旅に関する意識や行動は大きく変わると思う
□移動手段は自家用車がベストだと思うようになった
□自分の都道府県以外から来た人などよそ者には抵抗感がある

パターン②   増加したが、元に戻る価値観

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

あてはまる項目例
□地元（生まれ育った場所など）に帰りたい
　（今地元に住んでいる人は、住み続けたい）と思うようになった
□エコや環境保護の意識が高まった
□近所や地域のコミュニティとのつながりが大事だと思うようになった
□信頼できるお店・宿泊施設・メーカーであればより強く繋がりたいと思うようになった
□友人や仲間とのつながりが大事だと思うようになった
□無理な背伸びはせず身の丈に合った暮らしができればいいと思うようになった
□フェイスツーフェイスのコミュニケーションの必要性・重要性の認識が高まった
□とにかく楽しいことがしたい
□懐かしいものに心惹かれるようになった
□生きていくのはしんどいと思うようになった

パターン③   増加し、定着・残存・もしくは伸びる価値観

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

%

%

%
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我
慢
し
て
い
た
こ
と
を	

楽
し
む
た
め
の
消
費
が
増
え
る

　コ
ロ
ナ
で
減
少
し
た
が
将
来
は
コ
ロ
ナ

前
以
上
に
消
費
が
増
え
そ
う
な
の
は
、
外

出
、
交
際
、
趣
味
に
関
す
る
項
目
（
①
）。

娯
楽
に
関
す
る
項
目
が
目
立
つ
が
、「
コ

ロ
ナ
で
我
慢
し
て
い
た
」ジ
ャ
ン
ル
と
言

う
こ
と
も
で
き
、「
旅
行
」も
含
め
て
伸
び

て
い
き
そ
う
だ
。
同
じ
「
増
え
る
」で
も
、

一
定
ペ
ー
ス
で
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
の

が
教
育
や
医
療
、
貯
蓄
・
投
資
な
ど
の
費

用
（
②
）。
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
は
別
に
社
会

的
に
成
長
が
見
込
ま
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
い

え
る
。
逆
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
増
加
し
た

が
戻
り
そ
う
な
の
が
内
食
需
要
（
③
）。
外

出
で
き
な
い
間
の
「
特
需
」だ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　な
お
、
旅
行
に
か
け
る
お
金
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
前
を
０
と
し
た
場
合
の
変
化
を
聞

い
た
結
果
は
、
ま
さ
に
①
の
パ
タ
ー
ン
と

な
っ
た
（
図
13
）。
全
体
に
男
性
で
は
そ
も

そ
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
が
小
さ
く
、
と

く
に
20
代
で
そ
の
傾
向
が
強
い
。
女
性
は

コ
ロ
ナ
に
よ
る
落
ち
込
み
が
大
き
か
っ
た

が
、
そ
の
分
、
未
来
に
関
し
て
は
需
要
が

大
き
く
盛
り
返
す
と
見
込
ま
れ
る
。

パターン①   減少したが、将来はコロナ前より増えるもの
あてはまる項目例
□外出着
□ファッション・小物（バッグ・靴等）
□旅行
□人との交際・お金（飲食を含む）
□趣味

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

パターン③   増加したが、元に戻るもの
あてはまる項目例
□家での食事

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

パターン②   徐々に増加しているもの
あてはまる項目例
□子どものための教養・勉強・スポーツ
□家事の代行サービス
□土地・住宅
□健康診断・予防を含めての医療
□貯蓄に回す
□株など投資に回す

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

お
金

コロナで
増加

徐々に
増加

元に
戻る

コロナで
減少

コロナ前より
増える

60
40
20

0
-20
-40
-60

コロナ前 withコロナ 未来
2020年 2022年

旅行にかけるお金   全体 ー -50.5 -31.8 46.2 
男性  20代 ー -19.2 2.9 35.7 

30代 ー -34.7 -13.1 30.7 
40代 ー -44.3 -25.3 33.3 
50代 ー -37.3 -30.7 33.0 
60代以上 ー -41.2 -29.5 50.1 

女性  20代 ー -55.7 -32.0 52.8 
30代 ー -69.7 -40.6 53.0 
40代 ー -66.4 -50.3 53.8 
50代 ー -64.8 -44.0 51.1 
60代以上 ー -61.1 -42.4 61.5 

図13	 性・年代別		旅行へのお金の使い方
男性 ー20代

ー30代
ー40代
ー50代
ー60代以上

女性  ー20代
ー30代
ー40代
ー50代
ー60代以上

全体ー

  

（%）

非
接
触
や
地
方
部
へ
の
移
動
は	

今
後
も
定
着
、
増
加
す
る
見
込
み

　マ
ス
ク
の
着
用
を
は
じ
め
、
意
識
は
す

る
が
面
倒
と
思
わ
れ
が
ち
な
こ
と
は
徐
々

に
実
行
さ
れ
な
く
な
り
そ
う
だ
（
①
）。
逆

に
、
非
接
触
行
動
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に

や
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と

は
定
着
し
て
い
く
傾
向
（
②
）。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
用
品
の
購
入
な
ど
、
他
者
と
の
付
き

合
い
を
想
定
し
た
社
会
的
な
消
費
行
動
、

地
方
部
へ
の
移
動
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
で
減

少
し
た
が
今
後
は
回
復
し
そ
う
だ
（
③
）。

行
動

パターン①   増加し、徐々に実行されなくなる行動
あてはまる項目例
□感染対策
□日用品の買いだめ
□在宅勤務
□部屋で運動する
□インターネット通販を利用する
□出前・テイクアウトを利用する
□防災グッズや感染対策グッズの備蓄をする

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

パターン③   減少したが、少し回復し増える行動
あてはまる項目例
□高級品・ブランド品を買う
□ファッション用品（衣類、化粧品など）を買う
□都市（中心地）から地方部へ移動

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

パターン②   増加し、そのまま定着する行動
あてはまる項目例
□非接触行動（キャッシュレス決済など）
□断捨離する
□旅行について考える、過去の旅行を振り返る
　（懐かしむ）
□SNSの投稿をする

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

%

%

%

%

%

%
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最
優
先
す
る
べ
き
市
場
は 

「
コ
ロ
ナ
で
で
き
な
か
っ
た
旅
」

　旅
行
目
的
（
図
14
）で
は
「
宿
」「
美
味

し
い
も
の
」「
温
泉
」な
ど
従
来
か
ら
人
気

の
高
い
内
容
が
安
定
市
場
と
し
て
出
現
。

最
優
先
市
場
に
は
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」「
買

い
物
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
で
実
行
で
き
な
か
っ
た
内
容
が
入
る
。

　旅
行
種
別
（
図
15
）で
は
、
感
染
に
配
慮

し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
加
え
「
温
泉
宿
」

「
安
く
行
け
る
」な
ど
従
来
に
近
い
ニ
ー
ズ

が
安
定
市
場
を
形
成
。
最
優
先
市
場
に
は

「
飛
行
機
で
移
動
す
る
旅
行
」「
都
市
部
」

な
ど
、
こ
ち
ら
も
コ
ロ
ナ
で
控
え
ら
れ
て

い
た
ス
タ
イ
ル
が
出
揃
っ
た
。

　な
お
、
今
後
の
旅
行
に
つ
い
て
魅
力
的

と
感
じ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
分
散
化

を
可
能
に
す
る
「
平
日
旅
」が
２
０
２
０

年
度
調
査
か
ら
６
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
で
ト

ッ
プ
に
（
図
16
）。「
W
i
-F
i
環
境
」や

「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」、「
宿
泊
施
設
や
観
光

地
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど

も
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
て
い
る
。

「旅行価値観への影響」調査

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
旅
を
求
め
つ
つ

平
日
旅
な
ど
分
散
化
へ
の
意
向
も

「
ニ
ー
ズ
の
多
寡
」と
「
市
場
の
伸
び
率
」に
よ
っ
て
分
析
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｍ
分
析
か
ら

今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
市
場
を
検
討
す
る
。

どんな旅を
したいか

『じゃらん宿泊旅行調査2022』
にも見られた

旅行先での意識・
行動の変化

『じゃらん宿泊旅行調査2022』によると、「旅行において意識したこと・
実施したこと」として、地域に根差した文化や居心地のよさを求める項
目が上昇傾向。『第二回新型コロナウイルス感染症による旅行価値観へ
の影響』に見られる「地元・地方志向」とも合致する。

図17　旅行先での意識・行動（単一回答／1回の旅行についてのみ） ※『じゃらん宿泊旅行調査2022』より
旅行先の風土や生活習慣を体験する

0 10 20 30%

意識した
計

21年度
20年度
19年度

実施した
計

21年度
20年度
19年度

23.9

22.5

21.0

16.0

14.9

13.7

将来の移住やライフスタイルの参考になりそうな旅をする
0 10 20 30%

意識した
計

21年度
20年度
19年度

実施した
計

21年度
20年度
19年度

20.8

18.9

16.9

12.1

10.5

9.5

暮らすように旅をする
0 10 20 30%

意識した
計

21年度
20年度
19年度

実施した
計

21年度
20年度
19年度

23.1

22.0

18.9

15.5

14.8

12.5

図15　今後の旅行種別のPPM分析

兆し市場
（成長率:高／需要:小）

2.2

1.0

対
2
0
2
0
年
伸
び
率（
倍
）

2020年％

職場やサークルなどの
団体旅行

バスで移動する旅行
飛行機で移動する旅行

都市部

電車で移動する旅行

カップル旅行

友人・知人との旅行

家族旅行（その他）

家族旅行（親連れ）

キャンプやゴルフ
など屋外での活動が
中心の旅行

近隣（隣接）県よりも
遠い地域への旅行

温泉に泊まる

安く行けるところ

感染者のいない旅行先
居住地の都道府県内の旅行
空いてるところ

地方部

居住都道府県の
近隣（隣接）への旅行

海や山などでの
リゾートホテル滞在

宿泊施設にとどまり
あまり外を
出歩かない旅行

家族旅行
（子連れ）

夫婦旅行
一人旅

0

マイナー市場
（成長率:低・需要:小）

50

安定市場
（成長率:低／需要:大）

最優先市場
（成長率:高／需要:大）

自家用車で移動する旅行

図14　今後の旅行目的のPPM分析
2.0

1.0
0

対
2
0
2
0
年
伸
び
率（
倍
）

2020年％

アウトドア

お祭りやイベントへの
参加・見物

テーマパーク

友人・親戚をお訪ねる

買い物、アウトレット

まちあるき、都市散策
花見や効用などの
自然鑑賞

宿でのんびり過ごす

各種体験

名所、旧跡
の観光

地元の美味しい
ものを食べる

マリンスポーツ

その他スポーツ
帰省も兼ねて

スポーツ観戦や芸術鑑賞

ドライブ・ツーリング

マイナー市場
（成長率:低・需要:小）

兆し市場
（成長率:高／需要:小）

60

最優先市場
（成長率:高／需要:大）

安定市場
（成長率:低／需要:大）

温泉や露天風呂
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地
域
の
個
性
を
活
か
し
つ
つ	

旅
行
者
が
自
己
を
解
放
で
き
る
場
へ

 

『
旅
行
価
値
観
へ
の
影
響
』調
査
か
ら
見

え
て
き
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
を
重

ね
、
未
だ
残
る
不
安
を
抱
え
る
人
々
の
姿
。

そ
こ
に
は
、「
娯
楽
や
癒
や
し
」を
得
た
り

「
人
と
の
関
係
性
の
修
復
／
構
築
」に
つ
な

が
る
旅
行
の
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
る
。「
ス

ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
分
の
欲
に
正

直
に
な
る
」ニ
ー
ズ
か
ら
は
、
プ
リ
ミ
テ

ィ
ブ
な
欲
求
を
満
た
す
商
品
の
必
要
性
も

感
じ
ら
れ
る
。『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調

査
２
０
２
２
』に
見
ら
れ
る
、
地
域
に
根

差
し
た
文
化
や
居
心
地
の
よ
さ
を
求
め
る

意
識
も
そ
の
一
環
だ
。

　地
域
は
、
旅
行
者
が
心
か
ら
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
、
真
の
意
味
で
自
己
を
解
放
で
き

る
居
心
地
の
よ
い
場
所
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
が
本
来

持
つ
風
土
や
文
化
な
ど
の
個
性
を
よ
り
明

確
に
認
識
し
、
表
現
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

「
ど
ん
な
時
間
／
ど
ん
な
気
持
ち
を
提
供

で
き
る
場
所
な
の
か
？
」を
具
体
的
に
伝

え
る
た
め
に
も
、
地
域
が
あ
り
た
い
姿
を

見
定
め
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を
決
め
て
い

く
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」思
考
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
旅
行
者
に
と
っ
て

も
地
域
に
と
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

再
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

観
光
地
も
旅
行
者
も
自
己
を
解
放
し

再
生
す
る
新
し
い
旅
へ

２
つ
の
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
現
在
〜
今
後
の
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に 

地
域
が
答
え
る
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
。

全体
まとめ

ぼんやりした
不安

より自分に正直になれる
自己解放

他者とのつながりによる
自己再生

社会的欲求 結びつく
旅行スタイル

同行者との絆旅
地域での出会い
好きなもの×地域

□定番の宿・食・温泉
□アウトドア
□テーマパーク、体験
□同行者との共同体験
□趣味にあった行き先や目的

図16　魅力的と感じるサービス上位20
	 （全体／それぞれ単一回答）　　　　		　			（％）

0 20 40 60

平日旅

宿泊施設に通信速度が速い
Wi-Fi環境が整っている

大浴場など公共スペースの
混雑回避のための予約制

至れり尽くせりの
サービスが受けられる宿

宿泊施設と地域の
医療機関との連携・体制

農家や漁師などの一次生産者から
直接野菜や魚などを購入できる
オンライン・マーケットプレイス

オーダービュッフェ

人数制限ビュッフェ

つかず離れずのサービスが
受けられる宿

高級旅館やホテルの料理を
自宅で食べられる
お取り寄せグルメECサイト

グランピング

小さなお篭（こも）り宿

宿や観光施設の
貸し切りプラン

ワゴンサービス

宿泊施設、観光地からの
継続的で親しみのある
コミュニケーション

滞在中は
一切干渉しない宿

地域のここにしかない
独自の価値の情報提供

連泊推奨の宿

未来の宿泊費を先払いして
宿泊施設を支援

第二のふるさと的な旅行、
サードプレイスとしての旅先

57.1%

53.2

49.8

46.1

45.8

45.5

44.8

44.4

41.3

40.7

38.7

37.3

36.4

35.8

35.4

34.8

33.0

32.9

31.6

30.0

51.0%

47.9

41.8

51.7

48.4

45.1

42.9

39.0

39.4

29.7

33.2

35.4

29.9

33.4

29.3

30.8

30.8
今回調査 全体
前回調査 全体

前回調査では設問なし

前回調査では設問なし

前回調査では設問なし
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DMO経営の3つの課題と先進事例タイプ分類

持続可能な「DMO経営」学
Vol.1

制度創設から７年が経ち、
全国各地にさまざまなDMO法人が誕生している。
しかし必ずしも順調な組織ばかりではなく、
存在意義を打ち出せずにいるとの声も聞こえてくる。
持続的なDMO経営の実現に必要なものとは何なのか。
先進事例を挙げながら、国内外のDMOを見てきた、
じゃらんリサーチセンター研究員の
森と共に探っていきたい。
イラスト／武曽宏幸

先進事例に成功のヒントあり

新連載

各
地
に
続
々
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
誕
生
し

な
か
に
は
課
題
感
を
抱
え
る
組
織
も

　観
光
地
経
営
の
観
点
か
ら
地
方
創
生
を

進
め
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
２
０
１

５
年
11
月
に
制
度
が
創
設
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
。

２
０
１
６
年
２
月
よ
り
登
録
が
開
始
さ
れ

て
以
来
、
現
在
ま
で
に
２
４
１
件
の
法
人

組
織
が
誕
生
し
た
（
２
０
２
２
年
５
月
30

日
時
点
）。
し
か
し
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
、
経
営
に
行
き
詰
ま

っ
て
い
る
組
織
も
少
な
く
な
い
。
政
府
は

持
続
可
能
な
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
て

「
世
界
水
準
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」に
す
る
こ
と
を
方

針
に
掲
げ
て
い
る
が
、
世
界
水
準
ど
こ
ろ

か
組
織
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
も
考

え
ら
れ
る
。
持
続
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
に
求

め
ら
れ
る
も
の
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

本
来
あ
る
べ
き
姿
と
の
乖
離
が

問
題
点
と
な
っ
て
表
出

　ま
ず
は
基
本
に
立
ち
返
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

は
何
の
た
め
の
組
織
な
の
か
を
振
り
返
ろ

う
。
観
光
庁
の
定
義
に
も
あ
る
通
り
（
図

１
）、
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
＝
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

と
は
言
わ
ば
「
地
域
を
観
光
に
よ
り
活
性

化
さ
せ
、
収
益
を
上
げ
る
た
め
の
舵
取
り

役
」
で
あ
る
。
従
来
多
く
見
ら
れ
た
観
光

組
織
と
の
役
割
の
違
い
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
舵
取

り
役
と
し
て
地
域
関
連
機
関
と
の
調
整
機

能
を
有
し
、
そ
し
て
観
光
資
源
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
機
能
や
、
集
客
に
向
け
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
機
能
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
重

視
す
る
点
だ
ろ
う
。

 

「
稼
ぐ
地
域
」
に
な
る
た
め
の
地
域
戦
略

を
策
定
す
る
に
は
、
民
間
企
業
で
は
必
ず

行
わ
れ
て
い
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点

が
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
課
題
を
抱
え
る

組
織
の
様
子
を
探
っ
て
み
る
と
、
こ
う
し

た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
ズ
レ

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　第
１
の
課
題
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
意

識
の
欠
如
」
で
あ
る
。
観
光
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
い

て
地
域
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
、
戦
略

を
立
て
て
事
業
を
運
営
す
る
の
が
本
来
の

姿
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
国
の
補
助
金
事
業

を
遂
行
す
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
い
る

組
織
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
確
か
に
補
助
金

を
獲
得
で
き
る
な
ら
、
事
業
の
運
営
資
金

の
捻
出
に
困
る
こ
と
が
な
く
、
地
域
と
し

て
も
経
費
削
減
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し

補
助
金
事
業
に
取
り
組
む
ば
か
り
で
は
、

観
光
地
経
営
の
舵
取
り
役
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

自
立
・
継
続
運
営
す
る
た
め
の
課
題
と
は

もり・なるひと●2013年4月より経済
同友会の被災地支援プロジェクトにて
被災地気仙沼市へ出向。地元人材育
成や観光振興、6次産業化など地域活
性に携わる。2016年3月にスイス・ツェ
ルマットのDMO視察。2017年4月より
DMO法人の（一社）気仙沼地域戦略の
理事に着任、気仙沼市復興アドバイザ
ーも勤める。2018年12月より観光庁の
広域周遊観光促進専門家派遣に登録

じゃらん
リサーチセンター
研究員

森 成人

愛称
もりなるん
が
ナビゲート

DMO経営を一緒に考えていくのは…
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図１  観光地域づくり法人
 （DMO）とは？

地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地
域への誇りと愛着を醸成する「観光地
経営」の視点に立った観光地域づくり
の舵取り役として、多様な関係者と協
同しながら、明確なコンセプトに基づい
た観光地域づくりを実現するための戦
略を策定するとともに、戦略を着実に
実施するための調整機能を備えた法人
です。（観光庁より）

時間が経つにつれて3つの課題
がスパイラル的に生じるという
悪循環におちいってしまいます。

DMOは
「Ｄestination 
Ｍanagement/Ｍarketing
Ｏrganization」の略。

「マネジメント」と「マーケティン
グ」の視点をもった組織である
ことが肝要です。

地
域
の
戦
略
に
基
づ
い
た
観
光
地
経
営
と

い
う
姿
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。

　そ
し
て
補
助
金
事
業
は
多
く
の
場
合
が

単
年
度
事
業
で
あ
り
、
次
年
度
以
降
の
予

算
の
見
通
し
が
立
て
に
く
い
と
い
う
問
題

が
生
じ
て
く
る
。
補
助
金
に
依
存
し
た
事

業
運
営
を
し
て
い
る
と
、「
継
続
運
営
す

る
財
源
の
不
足
」
と
い
う
第
２
の
課
題
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
。

　ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
意
識
の
欠
如

に
よ
り
地
域
戦
略
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま
だ

と
、
ど
ん
な
人
材
が
地
域
に
必
要
な
の
か

も
不
明
瞭
と
な
り
、
財
源
が
な
い
た
め
人

件
費
を
用
意
す
る
こ
と
も
困
難
に
。
す
る

と
「
運
営
し
て
い
く
人
材
不
足
」
と
い
う

第
３
の
課
題
が
出
て
く
る
。
さ
ら
に
、
人

材
不
足
ゆ
え
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
が

も
て
ず
…
と
い
う
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に

お
ち
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

選
り
す
ぐ
り
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
例
か
ら

経
営
の
ヒ
ン
ト
を
探
る

　こ
れ
ま
で
各
地
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
視
察
し
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
て
き
た
、
じ
ゃ
ら
ん

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
森
成
人
は

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
地
域

ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
。
で
す
が
、
運
営
に
悩

み
を
抱
え
る
組
織
の
話
を
突
き
詰
め
る
と
、

多
く
の
ケ
ー
ス
は
こ
の
３
つ
の
課
題
（
図

２
）に
大
別
で
き
ま
す
」と
話
す
。

　Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
か
ら
は
「
人
材
に
困
っ
て

い
る
」
と
の
声
を
よ
く
聞
く
と
い
う
森
研

究
員
。
ど
ん
な
人
材
が
ほ
し
い
の
か
と
の

問
い
か
け
に
返
っ
て
く
る
言
葉
で
多
い
の

は
、「
何
で
も
で
き
る
人
」だ
と
い
う
。
気

持
ち
は
わ
か
る
が
、「
地
域
を
目
指
す
姿
へ

と
導
く
た
め
に
、
必
要
な
人
材
と
は
？
」

と
突
き
詰
め
て
い
た
ら
、
も
っ
と
具
体
的

な
人
物
像
が
挙
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ

の
返
答
自
体
が
、
地
域
戦
略
が
定
ま
ら
な

い
が
ゆ
え
に
人
材
要
件
も
不
明
瞭
で
あ
る

と
い
う
、
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
の
表

れ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　一
方
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
か
ら
時
が
流
れ

て
、
し
っ
か
り
と
自
立
し
た
事
業
運
営
に

よ
り
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
組

織
も
現
れ
て
い
る
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
森

研
究
員
が
見
て
き
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
先
進
事

例
を
経
営
ス
タ
イ
ル
別
に
タ
イ
プ
分
け
し

て
挙
げ
て
い
く
。
彼
ら
に
は
あ
っ
て
、
自

地
域
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
？
自
地
域

に
応
用
す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
？  

そ
ん
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
５
つ

の
事
例
を
見
て
い
こ
う
。

マーケティング意識の欠如

○補助金事業が主軸
○マーケティングに沿った地域戦略がない
○収益を上げることを目指していない

図２  DMOが持続的な経営をするための3つの課題

継続運営する財源の不足

○補助金頼みの事業運営
○次年度の予算が立てられない

運営していく人材不足

○人件費がままならず雇えない
○人材要件が不明瞭
○生え抜きの人材がおらず出向者に依存
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株主構成比は行政が5割以下。現在は
100％民間収益で運営していて、自分たち
で地に足のついた民間主導のDMOを作
り上げました。

外国からの個人旅行者にも対応できる受け入れ環
境を整備した立役者。地域に多大な経済波及効果
を生み出しています。

持続可能な「DMO経営」学

　観光業が盛んではない地域だったが、地域消費額を高め
る手段として「ふるさと納税」に着目。漁港があるため、特
産物である水産物をふるさと納税の返礼品として地域を
PR。さらに地域事業者と協力した特産品のEC展開の支
援、体験プログラム開発による研修・教育旅行の受け入れ
整備も行う。ふるさと納税や旅行業などでしっかりと自主
収益を確保し、市に出資金を3年間で返還。地域の指定管
理施設の運営という公益事業にも貢献している。

　当初は2004年に世界遺産登録された熊野古道をはじ
め地域の観光プロモーション活動を主にしていたが、2010
年に旅行業を取得。外国人個人旅行者を視野に入れ、着
地型観光商品の開発からモデルコースの提案、予約・手配・
決済までを行い、受け入れ主体として収益化を図ると共に
地域事業者へ送客。一方で地域事業者向けセミナーや案
内板整備などの受け入れ体制整備、市の観光プロモーショ
ン、観光案内所の運営業務受託など公益事業も実施。

◎岩手県釜石市／地域DMO　◎設立：2018年4月　
◎スタッフ：22名　◎登録・免許：旅行業

◎株主構成：行政49.8％
（ほか地元金融機関、商工会議所、釜石青年会議所など）

◎和歌山県田辺市／地域DMO　◎設立：2006年4月
◎スタッフ：21名　◎登録・免許：旅行業

株式会社かまいしDMC（一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー

DMO先進事例タイプ分類

□ふるさと納税代行およびEC運営、特産品開発
□研修・教育旅行受け入れ、観光プログラム開発・運営
□指定管理業務受託  「魚河岸テラス」「うのすまい・トモス」「根

浜シーサイド」「御箱崎の宿」

ふるさと納税やECサイトで特産物をPR

旅の予約サイト「熊野トラベル」
は英語版も開設

□旅行業  主に欧米豪インバウンド客の旅程造成・ガイド、
　旅の予約サイト・トラベルデスク店舗「熊野トラベル」の運営
□観光プロモーション受託事業
□受け入れ環境整備
□観光施設運営業務受託事業  「田辺市観光センター」

主な事業主な事業

□ふるさと納税事務手数料
□研修および体験ツアーの企画・実施、ワーケーションの
　アレンジ手数料等
□指定管理料

主な財源
□行政からの委託金収入（観光プロモーション・観光センター）
□旅行業収入

主な財源

物産振興・支援型 経営旅行業・直営型 経営
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観光の担い手が不足し、地域事業者との
競合や共食いを心配する必要がなかった
地域だからこそ、DMOが主体となった観
光施設運営が活きた好事例です。

現地のビフォーアフターをこの目で見て知っている身
からすると「これほどわかりやすい街づくりはない
な」と感動するほど。これまで全31物件の施設を手
がけ、美しい城下町に変ぼうを遂げています。

　地域の観光業の担い手の衰退を受け、積極的にDMO
が主体となって事業を展開することに。道の駅や飲食業を
自主事業として収益化。また、市の重要伝統的建造物群
保存地区「小浜西組」を中心に町家一棟貸しの宿を7棟開
業し、新たなターゲット層の観光客を獲得して地域が変わ
る先導役を務める。自らが事業展開することが地域事業
者への送客や事業機会創出にもつながっており、地域の発
展に貢献。来年度には廃旅館を活用した宿を開業予定。

　日本初の城泊「大洲城キャッスルステイ」や城下町の歴
史的建造物を活用した不動産開発を中心に展開。空き家
となっていた、城下町の町家などの歴史的資源をリノベー
ションして賃貸物件として貸出。事業の進展により空き
家問題が改善され、テナントとして新しい事業者の呼び込
みにもつながっている。賃料収入などにより、指定管理料
以外はほぼ100％の自主財源化を実現。2021年度グッド
デザイン賞「歴史的資源を活用した観光まちづくり」受賞。

◎福井県小浜市／地域DMO
◎設立：2010年4月　◎スタッフ：46名

◎株主構成：行政48％（ほか観光協会、商工会議所、
観光事業者、地域金融機関、農協、漁協など）

◎愛媛県大洲市／地域DMO　
◎設立：2018年7月　◎スタッフ：53名

株式会社まちづくり小浜（一社）キタ・マネジメント

古民家宿をDMOが直営する
珍しい事業スタイル

城下町に点在する歴史ある邸
宅を活用した、小規模分散型ホ
テルを開発

□指定管理業務受託 「道の駅若狭おばま」「お食事処 濱の四季」
□一棟貸しの分散型古民家宿「小浜町家ステイ」開発・運営 「三

丁目ながた」「丹後街道たにぐち」など現在7棟
　※廃旅館を活用して2023年5月より新たに宿泊業を開始予定
□観光動態調査分析業務の受託
□その他 ECサイト運営、着地型観光商品の開発・運営など

主な事業

□道の駅や宿など運営施設の収入
□指定管理料
□受託事業収入

主な財源

□不動産業  歴史的建造物の改修・賃貸。現在は全31物件、分
散型ホテル「NIPPONIA HOTEL 大洲 城下町」は22棟（28
室）に

□指定管理業務受託  「大洲まちの駅あさもや」「大洲城」「臥龍
山荘」など域内7施設

□ふるさと納税代行
□その他  事業者支援（起業創業支援、人材育成、補助金支援

など）、物産販売、旅行事業

□不動産賃貸収入
□ふるさと納税事務手数料
□指定管理料

主な事業

主な財源

観光事業・直営型 経営不動産開発・主導型 経営
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自主事業の収益化に取り組む過程で
得られるものが、

「3つの課題」の解決策になるのです！
私が理事を務めるDMOも一例に…。気仙
沼にはすでに観光関連事業者が充実し、
旅行業を担う観光協会も存在するため、彼
らを後方支援するアプリを開発。そこから
得たデータをCRMに活用しています。

持続可能な「DMO経営」学

DMOのコア事業に適した人
材が明確化。自主収益を交え
て採用・育成

収
益
事
業
の
経
営

自主事業の収益化をはかるこ
とで単年度補助金だけに依存
しない経営体質に

地域の消費に連動する自主事
業をDMO自らが持つことでマ
ーケティング力向上

目
的
は「
儲
け
る
こ
と
」で
は
な
い
！

収
益
化
に
よ
る
副
産
物
が

持
続
性
の
あ
る
組
織
に
す
る

　先
進
事
例
と
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

５
つ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
経
営
タ
イ
プ
こ
そ
そ
れ

ぞ
れ
に
違
っ
て
い
て
も
、
い
ず
れ
も
自
主

事
業
を
展
開
し
て
収
益
化
を
は
か
っ
て
い

る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
か

ら
読
み
取
れ
る
の
は
、「
儲
け
れ
ば
よ
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
点
に
注
意
さ
れ
た

い
。
収
益
性
の
あ
る
自
主
事
業
を
も
つ
メ

リ
ッ
ト
は
、
先
に
挙
げ
た
「
３
つ
の
課
題
」

の
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
（
図
３
）。

　自
主
事
業
の
収
益
性
を
高
め
な
が
ら
経

営
す
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
消
費
向
上
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
直
接
的

に
関
わ
る
こ
と
。
結
果
的
に
は
、
組
織
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
向
上
に
結
び
つ
く
。

そ
し
て
自
主
事
業
に
よ
る
収
益
が
あ
れ
ば
、

収
益
化
を
は
か
る
過
程
で
磨
か
れ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
が
組
織
の
財
産
に

図３  収益性のある自主事業を経営するメリット

　東日本大震災で甚大な被害を受けた地域を立て直すた
め、水産業に加えて観光業を基幹産業に位置づけ。観光
で地域を盛り上げるべく、市内加盟施設約130件への送
客につながる着地型観光情報アプリを活用して地域消費
支援を行っている。ポイントシステムを搭載したアプリから
収益を得ているほか、収集した顧客データを地域のための
マーケティング活動に活用。市内観光データの整備、デ
ータを活用した観光プロモーション事業までを一元化し
て展開している。

◎宮城県気仙沼市／地域DMO　
◎設立：2017年3月　◎スタッフ：9名

（一社）気仙沼地域戦略

DMO先進事例タイプ分類

□着地型観光情報アプリを活用したCRM事業  アプリ開発・運
営、顧客データベース管理・マーケティングデータ整備

□観光プロモーション  観光ポータルサイト運営、観光パンフレ
ット作成、SNS運用

□その他  着地型観光商品・物産商品の開発、ふるさと支援寄
附金事業

主な事業

□アプリ収益
□ふるさと支援寄附金
□市補助金、国費（観光庁、復興庁など）

主な財源

地域消費・連動型 経営

マーケティング
意識の欠如

運営していく
人材不足

継続運営する
財源の不足

カスタマーはアプリを通して市
内飲食店などの情報が得られ、
利用に応じてポイントも貯めら
れる
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収益性の高い事業で得た成果を地域に還元し、地域活性化につなげていく。そんな「収益性」と
「公益性」のバランスが取れていて、相乗効果がある事業運営が理想像。

補
助
金
に
頼
ら
ず
と
も
財
源
が
確
保
で
き
、

事
業
に
必
要
な
人
材
の
雇
用
や
育
成
の
資

金
に
あ
て
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
だ
。

収
益
事
業
と
公
益
事
業
が

作
用
し
合
う
こ
と
で

地
域
全
体
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

　そ
も
そ
も
経
営
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

そ
う
し
た
持
続
経
営
が
さ
れ
な
け
れ
ば
地

域
に
対
す
る
持
続
的
な
貢
献
も
難
し
い
。

一
過
性
の
地
域
貢
献
で
は
「
観
光
に
よ
る

地
域
活
性
化
の
舵
取
り
役
」
の
務
め
を
果

た
す
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
言
い
が
た
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
大
き
く
儲
け
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
務
め
を
果
た
す
た
め
に
自
主
事
業

の
収
益
化
が
必
要
と
い
う
こ
と
だ
。

　さ
ら
に
、
自
主
事
業
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
資
金
と
い
っ
た
成
果
を
横
展
開
す
る
こ

と
で
、
地
域
貢
献
も
可
能
に
な
る
。
た
と

え
ば
先
進
事
例
に
挙
げ
た
「
か
ま
い
し
Ｄ

Ｍ
Ｃ
」
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と

防
災
学
習
の
た
め
の
施
設
の
指
定
管
理
業

務
を
行
っ
て
い
る
。
同
施
設
は
入
場
無
料

な
の
で
金
銭
的
利
益
は
生
み
出
さ
な
い
が
、

こ
う
し
た
「
利
益
は
上
げ
ら
れ
な
い
け
れ

ど
地
域
に
必
要
な
事
業
（
＝
公
益
事
業
）」

は
存
在
す
る
。
そ
し
て
公
益
事
業
に
対
し

て
自
主
事
業
の
成
果
を
還
元
し
て
い
く
こ

と
が
、
地
域
全
体
と
し
て
利
益
を
生
ん
で

地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
責
務
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

自
立
し
た
経
営
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
自
身
が
活
性
化

し
、
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

そ
う
し
て
自
身
も
地
域
も
高
め
合
っ
て
い

け
る
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
あ
る
べ
き
姿
だ
ろ
う
。

地
域
の
特
性
や
課
題
を
見
極
め
て

方
向
性
を
決
め
る
こ
と
が
肝
要

　自
主
事
業
を
も
つ
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
リ
ス
ク
も
考

え
ら
れ
る
。
赤
字
に
な
る
可
能
性
や
民
業

圧
迫
に
な
る
可
能
性
、
利
益
追
求
に
取
り

組
む
あ
ま
り
に
公
益
性
が
お
ろ
そ
か
に
な

れ
ば
地
域
か
ら
の
支
持
が
失
わ
れ
る
経
営

リ
ス
ク
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
に
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
に
あ
っ
た
自
主
事
業
や

経
営
ス
タ
イ
ル
を
選
び
取
る
こ
と
が
大
切

だ
。
今
回
取
り
上
げ
た
よ
う
な
先
進
事
例

か
ら
学
び
を
得
つ
つ
も
、
や
み
く
も
に
真

似
る
の
は
得
策
と
は
言
え
な
い
。

　地
域
資
源
を
活
か
し
て
収
益
を
上
げ
ら

れ
る
事
業
は
ど
ん
な
も
の
か
、
地
域
消
費

を
生
み
出
す
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、

事
業
で
成
果
を
出
す
た
め
に
仲
間
に
な
っ

て
ほ
し
い
人
材
と
は
…
？
ま
ず
は
そ
う
し

た
点
を
し
っ
か
り
と
検
討
す
る
こ
と
が
、

持
続
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
の
第
一
歩
だ
。

まとめと次号の予告

「地域の資産」たりえる
DMOであるかを自問したい

　DMO法人制度が始まって7年。当初、全国に100法
人という官公庁の目標も、気づけば現在241社（2022
年5月30日時点）も存在する。ただ数こそ増えたが、そ
の存続性に悩みを抱えているところが多く、私も全国の
DMOからその悩みをお聞きする機会が増えている。
　そして今回の調査でもわかるように結局、継続性を
持ったDMOとは、その強みが収益性であれ公益性であ
れ、「DMOの存在そのものが、地域の資産になってい
る」点だと思う。裏返せば今、運営してるDMOの事業が
3年後、5年後にもしなくなるとすれば、それは「その街
から何の資産が失われることになるのか」ということが
明確か、という問いにあたるのではないだろうか。
　その答えが曖昧なままの法人だと結局、その街に必
要でないという結果になってしまう可能性が高い。継
続性に悩むDMOはまず、その議論から始めるべきでは
ないか？と感じている。

図４  先進DMOの事業成果の分類
収益性の高い成果 公益性の高い成果

かまいしDMC 物産支援、研修・教育旅行受け入れ 指定管理、観光プロモーション

田辺市熊野ツーリズムビューロー 旅行業 案内所運営、観光プロモーション、受け入れ環境整備

まちづくり小浜 宿泊業、飲食業、物販業 指定管理、直営事業のノウハウ横展開、観光動態調査分析

キタ・マネジメント 不動産開発、物産支援 指定管理、事業者支援

気仙沼地域戦略 アプリ運営 観光プロモーション、観光データ整備、商品開発支援

次回より、
先進事例の取り組み詳細を紹介します！
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パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性
に

着
目
を
し
て
分
析

　旅
行
市
場
の
構
造
は
、
男
女
と
も
に
、

50
代
ま
で
は
宿
泊
、
日
帰
り
と
も
に
旅
行

回
数
が
徐
々
に
下
が
り
、
概
ね
60
代
に
入

る
と
若
干
増
加
す
る
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
世
帯
年
収

が
高
い
ほ
ど
旅
行
回
数
は
多
い
と
い
う
傾

向
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
大
き

な
括
り
で
捉
え
て
見
た
場
合
で
あ
り
、
す

べ
て
の
人
が
同
じ
よ
う
な
流
れ
や
条
件
で

旅
行
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
は

ず
だ
。

　宿
泊
、
日
帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

尋
ね
た
「
じ
ゃ
ら
ん
日
帰
り
旅
行
に
関
す

る
調
査
」に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
前（
２
０

２
０
年
３
月
以
前
）
に
は
年
間
で
57
・
８

％
の
人
が
宿
泊
旅
行
を
実
施
し
て
お
り
、

平
均
回
数
は
１
・
67
回
（
０
回
を
含
む
）、

実
施
者
ベ
ー
ス
の
平
均
回
数
は
２
・
88
回
。

日
帰
り
旅
行
の
場
合
は
年
間
で
59
・
２
％

の
人
が
実
施
、
平
均
回
数
は
２
・
28
回（
０

回
を
含
む
）、
実
施
者
ベ
ー
ス
の
平
均
回

数
は
３
・
85
回
と
い
う
数
値
が
出
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
た
過
去
１※

年
間

の
場
合
で
も
、
実
施
者
ベ
ー
ス
で
見
れ
ば

宿
泊
旅
行
の
平
均
回
数
は
２
・
58
回
、
日

帰
り
旅
行
の
平
均
回
数
は
３
・
03
回
と
い

う
数
値
が
出
て
お
り
、
宿
泊
、
日
帰
り
と

も
に
、「
旅
行
と
は
行
か
な
い
人
は
行
か

な
い
が
、
行
く
習
慣
と
な
っ
て
い
る
人
は

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
よ
う
な
旅
行
実
施
頻
度
の
高
い

人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
特
性
を
持
ち
、
ど

う
い
う
旅
を
好
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

旅
行
市
場
を
活
性
化
し
、
か
つ
分
散
化
を

図
る
た
め
に
は
、
多
様
な
エ
リ
ア
へ
の
誘

客
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
旅
が
趣
味
と

言
え
る
ほ
ど
の
愛
好
者
で
あ
れ
ば
、
メ
ジ

ャ
ー
な
観
光
地
の
み
な
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ

マ
イ
ナ
ー
な
位
置
付
け
に
あ
る
観
光
地
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
魅
力
を
深
掘
り
し
て
出

か
け
て
行
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　そ
こ
で
、
旅
行
回
数
を
説
明
す
る
変
数

が
な
い
か
を
試
行
す
る
中
で
、
年
代
層
や

世
帯
収
入
以
外
の
、
旅
行
者
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
特
性
と
い
う
も
の
に
着
目
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
。
注
目
を
集
め
、
話
題
と

な
り
や
す
い
観
光
地
以
外
に
も
目
を
向
け
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
個
性
に
反
応
す
る

旅
行
者
と
は
？  

そ
の
姿
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

旅
行
頻
度
の
高
い
層
を

あ
ぶ
り
出
し
て
い
く

　

　パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性
に
よ
る
分
析
を

行
う
に
あ
た
り
、
９
項
目
の
質
問
を
用
意
。

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
「
あ
て
は
ま
る
」
か

ら
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
ま
で
の
5
段
階

評
価
に
よ
り
、
ま
ず
は
３
つ
の
因
子
を
抽

出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
提
示
項
目
に
対

す
る
反
応
か
ら
、
こ
の
３
つ
の
因
子
を

「
ト
レ
ン
ド
因
子
」、「
知
的
因
子
」、「
オ
リ

ジ
ナ
ル
因
子
」と
名
付
け
た
（
表
1
）。

　次
に
こ
れ
ら
の
3
因
子
に
対
す
る
回
答

を
も
と
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
い
、６
つ

の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
得
た
。こ
の
６
つ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
ご
と
の
因
子
得
点
は
図
１
の
通
り
。

地
域
資
源
に
高
い
関
心
を
持
つ

「
旅
の
熟
練
者
」を
探
せ

調査概要
調査方法 インターネットリサーチ（株）マーケティング

アプリケーションズの保有モニターを利用
調査対象 全国20歳〜69歳までの3000人
回収数 3000人
有効回答数 3000人
調査時期 2021年9月10日（金）〜9月15日（水）
言葉の定義 日帰り旅行／目安として片道の移動距離

が80km以上または所要時間（移動時間と
滞在時間の合計）が8時間以上の場合を
指す
宿泊旅行／宿泊を伴う国内旅行

※過去１年間＝2020年9月〜2021年8月 ○上記の定量調査結果を受けて、
　条件に該当する人に別途定性調査を実施
　調査時期：2022年2月〜5月

旅
の
熟
練
者
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

「
じ
ゃ
ら
ん
日
帰
り
旅
行
に
関
す
る
調
査
」よ
り
、
旅
行
者
タ
イ
プ
を
分
類

地
域
の
個
性
に
知
的
好
奇
心
が
ワ
ク
ワ
ク

資
源
、
規
模
、
立
地
な
ど
、
観
光
地
に
よ
っ
て
持
っ
て
い
る
魅
力
は
そ
れ
ぞ
れ
。

他
の
観
光
地
と
同
じ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
誘
客
し
て
も
、
必
ず
し
も
当
た
る
と
は
限
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
層
に
狙
い
を
定
め
て
い
く
べ
き
か
？

地
域
の
個
性
に
反
応
す
る
、
視
野
の
広
い
旅
の
熟
練
者
を
狙
う
べ
し
。

イ
ラ
ス
ト
／
う
よ
高
山

　調
査
協
力
／
デ
ィ
・
プ
ラ
ス
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　さ
ら
に
最
初
の
９
項
目
の
質
問
を
、
こ
れ

ら
６
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
別
に
集
計
し
て
み

た
と
こ
ろ
図
２
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

ク
ラ
ス
タ
ー
１

　全
項
目
の
比
率
が
高
い
。

ク
ラ
ス
タ
ー
２

　す
べ
て
の
項
目
の
比
率
が
低
い
。

ク
ラ
ス
タ
ー
３

  「
行
動
を
起
こ
す
前
に
じ
っ
く
り
慎
重
に

検
討
す
る
方
だ
」の
み
が
高
水
準
。

ク
ラ
ス
タ
ー
４

　全
体
的
に
比
率
が
低
め
で
あ
る
が
、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
た
く
さ
ん
の
『
い
い
ね
！
』や

♥
、
リ
ツ
イ
ー
ト
が
さ
れ
な
い
と
何
と
な

く
物
足
り
な
い
」
の
項
目
が
、
ク
ラ
ス
タ

ー
１
に
次
い
で
高
い
。

ク
ラ
ス
タ
ー
５

　ク
ラ
ス
タ
ー
１
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど

の
項
目
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

特
に
「
知
識
に
ふ
れ
て
自
分
の
モ
ノ
の
見

方
が
変
わ
る
こ
と
が
好
き
だ
」、「
行
動
を

起
こ
す
前
に
じ
っ
く
り
慎
重
に
検
討
す
る

方
だ
」の
２
項
目
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ス
タ
ー
６

　グ
ラ
フ
形
状
は
ク
ラ
ス
タ
ー
５
と
ほ
ぼ

同
型
で
、“
ク
ラ
ス
タ
ー
５
”の
弱
含
み
で

あ
る
と
言
え
る
。

　次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳

細
や
実
際
の
行
動
例
を
参
考
に
、
地
域
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
べ
き
旅
行
者
層
を
探

っ
て
い
こ
う
。

表1  3つの因子の抽出
因子

トレンド 知的 オリジナル
サイトや雑誌で紹介されたモノや場所を利用することが多い 0.834 -0.100 0.081
せっかく行動を起こすならなるべく盛りだくさんにしたい方だ 0.737 0.090 -0.070
気になるモノや場所があればすぐに行ってみる方だ 0.471 0.105 0.207
知識にふれて自分のモノの見方が変わることが好きだ 0.137 0.815 -0.145
勉強することは苦にならない（少し難しい本でも読むことが苦にならない） -0.165 0.751 0.163
自己実現やセルフブランディングは大事だと思う 0.223 0.396 0.188
行動を起こす前にじっくり慎重に検討する方だ 0.293 0.359 -0.145
SNSでたくさんの「いいね！」や♥、リツイートがされないと何となく物足りない 0.004 -0.078 0.861
皆が良いと言っているモノやスポットは敢えて外す方だ 0.056 0.261 0.368

因子抽出法: 最尤法 
回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法／6 回の反復で回転が収束

トレンド クラスター
　 1
　 2
　 3
　 4
　 5
　 6

オリジナル 知的

図2   パーソナリティ特性「あてはまる･計」一覧（全体／各単一回答）
            以下にあげる考え方や行動について、あなた自身はどの程度あてはまりますか。
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20

0
気になるモノ
や場所があれ
ばすぐに行っ
てみる方だ

行動を起こす
前にじっくり
慎重に検討
する方だ

ＳＮＳでたくさ
ん の「 い い
ね！」や♥、リツ
イートがされ
ないと何とな
く物足りない

自己実現やセ
ルフブランデ
ィングは大事
だと思う

勉強すること
は苦にならな
い（少し難し
い本でも読む
ことが苦にな
らない）

知識にふれて
自分のモノの
見方が変わる
ことが好きだ

せっかく行動
を起こすなら
なるべく盛り
だくさんにし
たい方だ

サイトや雑誌
で紹介された
モノや場所を
利用すること
が多い

皆が良いと言
っているモノや
スポットは敢
えて外す方だ

全体 n=3000 30.9 52.4 14.3 31.6 29.4 41.5 38.1 31.5 20.3
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性

クラスター１ n=360 83.6 82.5 78.3 87.2 80.6 87.5 85.6 88.9 73.1
クラスター２ n=245 2.4 16.7 0.8 ― 1.6 0.4 2.4 1.6 1.2
クラスター３ n=421 6.2 49.6 0.5 9.7 7.8 9.0 11.6 6.9 8.3
クラスター４ n=864 21.4 29.2 16.6 20.0 12.8 12.3 21.5 17.2 14.2
クラスター５ n=427 62.5 78.5 0.2 61.1 59.3 95.1 78.5 64.6 27.9
クラスター６ n=683 20.6 64.1 ― 23.3 28.0 55.3 38.1 24.3 9.5

※全体値より10pt以上高い数値■／5pt以上高い数値■／5pt以上低い数値■／10pt以上低い数値■

図1 因子分析結果による
 クラスターごとの因子得点
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6
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

　6
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
う
ち
旅
の
熟
練

者
と
言
え
る
の
は
ど
の
層
か
。
各
ク
ラ
ス

タ
ー
の
基
本
的
属
性
、
お
よ
び
旅
に
関
す

る
基
礎
指
標
を
確
認
し
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
付

け
特
徴
を
ま
と
め
て
み
た
（
表
２
）。

	

「
旅
大
好
き
層
」
は
3
因
子
す
べ
て
の
反

応
が
高
く
20
代
が
4
割
、
平
均
年
齢
も
唯

一
30
代
と
一
番
若
く
旅
行
頻
度
も
高
い
。

	

「
別
に
層
」
は
３
因
子
す
べ
て
に
反
応
が

低
く
、
旅
行
へ
の
関
心
も
低
い
。
旅
行
回

数
も
全
ク
ラ
ス
タ
ー
中
、
最
下
位
。

	

「
淡
々
と
こ
な
す
層
」は
「
別
に
層
」に
次

い
で
３
因
子
へ
の
反
応
が
低
く
、
旅
行
回

数
も
少
な
い
。

	

「
映
え
層
」は
「
ト
レ
ン
ド
」、「
オ
リ
ジ
ナ

ル
」
に
対
す
る
反
応
が
高
い
が
旅
行
回
数

は
平
均
的
。

	

「
知
的
好
奇
心
層
」は
「
知
的
」へ
の
反
応

が
相
対
的
に
高
い
が
、
そ
の
他
因
子
へ
の

反
応
も
低
く
は
な
く
、
旅
行
回
数
は
「
旅

大
好
き
層
」に
次
い
で
多
い
。

	

「
堅
実
体
験
層
」
は
3
因
子
へ
の
反
応
は

中
位
レ
ベ
ル
で
準
「
知
的
好
奇
心
層
」
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
が
旅
行
回
数
は
少
な
い
。

　以
上
の
特
徴
か
ら
、「
旅
大
好
き
層
」と

「
知
的
好
奇
心
層
」
を
旅
の
熟
練
者
と
し

て
設
定
。
こ
の
2
つ
の
層
の
行
動
や
傾
向

を
参
考
に
具
体
的
な
戦
略
を
立
て
て
い
く
。

●週末の宿泊旅行は年に1回。
●日帰り旅行は毎週末のようにバイクに乗って県内（南の海の方）を

回ったりしていた。SNSを通じて知り合ったツーリング仲間がいる。
夫ともバイクで知り合った。

●学生時代は海外旅行も多数（ニュージーランド、オーストラリア、カ
ンボジア、韓国など。留学経験もあり）。

旅行の決め方
●自分が子どもの頃から母親の運転する車で、年に複数回、全国を旅

行。学校を休んで行くこともあった。
●現在の旅先は、子どもが行ける場所を優先して選ぶため、制約ある

が不満はない。
●食べ物目当ての旅行が多い。テレビで観て、茨城にラーメンを食べ

に行ったり、いちご狩りに行ったり。名古屋のグルメ特集を観て、突
発的に母･自分･子どもで、日帰りでエビカツサンドを食べに行った。

●同じ場所にリピートするより、他の場所に行きたい。
●行く場所が決まったら、事前にたくさん調べて、ざっくりと計画する。

最近の旅行
●「きかんしゃトーマス号」に乗るために大井川鐵道へ。（宿泊）

心に残った旅行
●名古屋への「エビカツサンド日帰り旅行」。母と「食べたいね」という

話になり車で出かけた。道中も楽しめたし、何より「名古屋日帰り」
というのがぶっ飛んでいて、大好きな旅になった。（日帰り）

コロナ禍で旅行への影響
●収まったら、国内であれば九州へ行ってみたい。行ったことがない長

崎の観光スポットに興味がある。

●コロナ禍前は、年に3回ほど、宿泊旅行。すべてアニメ関連。
●日帰り旅行はドライブで。
●食べ歩き（ラーメン、餃子）、お酒（地ビール）、カメラ、サッカー観戦

も旅行のきっかけになっている。
●出張先で、その土地の食文化や名産品を掘り下げて食べたりするこ

ともある。

旅行の決め方
●アニメ、マンガ関連や、歴史探訪がメイン。コンサートのために九州

まで行くこともある。宿泊施設は寝るだけの場所という感覚。値段
ありきで宿泊予約サイトで探す。

●行き先を決めてから、雑誌などを参考に予定を組んでいく。
●宿泊旅行では、食べるお店をあらかじめ決めることはない。友人が

おすすめしてくれるお店に行くこともある。
●食べ物が起点となる日帰り旅行では、SNSなどで情報収集をしてか

ら出かける。

最近の旅行
●妻と横浜まで、声優のライブに出かけた。横浜のビジネスホテルに

泊まり、東京も観光。原宿や豊洲などアニメ関連の場所へ出かけ
た。（宿泊）

心に残った旅行
●山梨県へ、富士山ぐるっと一周ドライブ。吉田うどんを食べて帰って

きた。（日帰り）
●西伊豆の恋人岬。夕陽がとってもきれいだった。（日帰り）

コロナ禍で旅行への影響
●静岡県独自のGo To トラベルを利用。その他国内の旅行はアニメ

関連で出かけている。

「やらなければいけないことから
の解放なので、楽しみなことしか
しない。子どもが2人いるので旅
先では手がかかるが、それを上
回るほど旅行することは楽しい。
そろそろ行きたいな、と思った
ら、旅先を探して出かける」

「アニメやマンガが好きで、縁の
土地やライブを観るために旅行
をする。他には歴史も好きなの
で、大河ドラマやゲームにちなん
だ土地を訪れることもある。東
海は、アニメで交友関係が広が
り、転職のタイミングで移住」

子どもも一緒に突撃旅！アニメ&マンガにつられてどこまでも
女性●20代（1都3県在住）男性●30代（東海在住）

熟練者たちはどのように旅を楽しんでいるのか？

26



表2　6つのクラスターの特性一覧
クラスター１
旅大好き層

クラスター２
別に層

クラスター３
淡々とこなす層

クラスター４
映え層

クラスター５
知的好奇心層

クラスター６
堅実体験層

男女比（％） 54.4 : 45.6 48.6 : 51.4 42.8 :  57.2 55.6 : 44.4 48.2 : 51.8 46.7 : 53.3

平均年齢 37.42歳 44.83歳 48.47歳 43.01歳 43.33歳 47.99歳

宿泊旅行実施率と
平均回数

58.3%
1.54回

12.2％
0.55回

18.3％
0.52回

26.7％
0.64回

38.2％
0.88回

28.7%
0.72回

日帰り旅行実施率と
平均回数

56.1％
1.78回

7.8％
0.35回

12.4％
0.50回

22.6％
0.57回

33.7％
0.99回

17.6％
0.53回

特性まとめ 旅行頻度が最も高く、
若い世代の多い旅行
ファン。年収も高めで
消費金額も高い。旅行
回数も群を抜いて多い。

旅行への関心が最も
低い層。若干女性が
多め。世帯年収は低め。

平均年齢が最も高く、
女性比率も高い。世
帯年収は若干低め。

2番目に若いセグメント
で、男性比率が高い。
オリジナル因子に対す
る反応が高い。年収
や旅行回数は平均的。

知的因子、トレンド因
子が高め。40代以下
の層が若干多い。宿
泊･日帰りともに旅行
頻度は高い。

女性比率が高く、平均
年齢はやや高め。各因
子のバランスは知的好
奇心層に近似している。
旅行回数は少ない。

●旅先ではよく歩く。
●自分の中の旅のテーマの1つに「日本の先っぽシリーズ」というのが

ある。
●建築学科卒なので、美術館や建築物を見るのが好き。歴史も割と

好き。
●メインの目的に合わせて、その道中で色々なところに寄る。ざっくり

と調べて行く。

旅行の決め方
●google mapを見るのが好きでいいなと思ったら行く。ランダムに選

ぶこともあれば、気になる地域やその周辺の景色や建物を見て、面
白そうなら行く。

●「日本の先っぽシリーズ」で調べていて、北海道の羅臼の大自然に注
目している。

●ごはんや、人と出かける時には温泉が大切なポイントなので、google
　 mapやnetで情報を集めておく。

最近の旅行
●昨年10月にパートナーと2人で箱根へ。箱根は4回目。充実してい

て、暇になることがないエリア（宿泊）。

心に残った旅行
●3〜4年前に、鬼怒川方面へ自転車の旅。野宿をしてみようと思い、

1泊目は茨城県で野宿、2泊目は途中の宿に宿泊（鬼怒川まで山越
えは無理と断念）。

●3〜4年前に原付で「金沢21世紀美術館」目的で富山と石川を周遊。

コロナ禍で旅行への影響
●行く場所はあまり変わらないが、コロナ禍では頻度が減った。海外

という選択肢がなくなったので、収まったら行きたい。

●美術館などよりも、絶景を見に行きたい。
●写真をたくさん撮るので、人がいないところで自由に撮りたい。
●コロナ禍前の宿泊旅行は、海外が年に1回、国内が半年に1回という

割合。
●地方在住の友人が多いので、 訪ねていって、一緒に出かける。

旅行の決め方
●何カ月も前から予約することはない。思い付きで、弾丸のように旅

に出る。周りからも「よく旅に行っている」と思われている。
●「温泉」、「秘境」で検索をして、気に入ったらそこへ行く具体的な計画

を考える。
●基本的に宿は泊まれればいい。食べ物目当てに行くこともほぼな

し。
●旅先では宿や店のオーナーと話をしておすすめを聞く。クチコミほ

どいい情報はない。

最近の旅行
●昨年のＧＷは弘前に桜を見に。友人から、弘前の桜がすごいと聞い

たのがきっかけ。タクシーガイドがいいと聞いて、現地で利用。五
能線も調べたが、行けなかった。（日帰り）

●今年のＧＷは静岡の奥大井湖上駅と奥多摩へ。奥大井湖上駅はリ
ニアが通ったらなくなると聞き（実際は勘違い）、急いで出かけた。

（日帰り）

心に残った旅行
●宮島〜福岡〜熊本の旅。夜行バスと新幹線で、野生のイルカも見た。

コロナ禍で旅行への影響
●コロナ禍で人が少ないからこそ行っておこうという感じで出かけた。

「日常を忘れられる旅が好きなの
で、旅行は知らないところに出か
ける。コロナ禍の前までは、隙あ
らば旅に行く、という感じだった。
周りからもよく旅行に行くね、と
言われるほど出かけていた」

「秘境など、みんなが行かないと
ころに行きたい。こんなところあ
るの？と聞かれるのが好き。メ
ジャーなところも行くけど、こん
なマイナーなところも知っている
自分、というのがいい」

野宿もしちゃうワイルド系交流大好き。旅は弾丸派
男性●20代（1都3県在住）女性●30代（1都3県在住）

調査モニターの中から、「旅大好き層」、「知的好奇心層」に該当する旅行者を選び、
旅行の位置付けや情報収集などを聞き出してみた。さすが熟練者の行動はアツかった！
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攻
略
法 

そ
の
❶
 

好
奇
心
、
時
間
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

揃
っ
た
若
者
層
を
狙
え
！

　調
査
結
果
で
は
宿
泊
で
あ
れ
ば
「
宿
で

の
ん
び
り
過
ご
す
」、「
温
泉
や
露
天
風
呂
」、

日
帰
り
な
ら
「
地
元
の
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
る
」
が
旅
の
目
的
上
位
と
な
っ
て
お

り
、
旅
大
好
き
層
、
知
的
好
奇
心
層
か
ら

も
高
い
支
持
を
得
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ

だ
け
に
留
ま
ら
な
い
の
が
熟
練
者
た
ち
。

旅
行
頻
度
の
高
さ
が
、
旅
の
経
験
値
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
４
名
の
モ
ニ
タ
ー

の
声
か
ら
も
窺
え
た
。
他
に
は
「
旅
行
の

た
め
に
稼
い
で
い
る
感
じ
」（
男
性
20
代
）、

「
旅
は
人
生
の
3
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

る
存
在
」（
男
性
30
代
）、「
独
身
時
代
は
給

料
の
半
分
ぐ
ら
い
を
旅
行
代
に
注
ぎ
込
ん

で
い
た
」（
男
性
30
代
）と
い
う
声
も
。
旅

行
の
た
め
に
必
要
な
自
由
や
お
金
の
有
無

（
表
３
の
「
旅
行
消
費
金
額
」参
照
）、
守
り

に
入
っ
て
い
な
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
、

ち
ょ
っ
と
冒
険
に
見
え
る
こ
と
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
た
り
、
行
動
を
共
に
で
き
る
仲

間
と
の
時
間
を
共
有
し
や
す
い
の
も
若
い

世
代
な
ら
で
は
。

　年
齢
的
に
も
旅
大
好
き
層
は
20
代
が

36
・
９
％
を
占
め
、
30
代
を
加
え
る
と
６

割
を
超
え
る
圧
倒
的
若
者
層
。
知
的
好
奇

心
層
も
20
代
と
30
代
で
４
割
超
。
こ
う
い

っ
た
理
由
か
ら
、
若
者
に
狙
い
を
定
め
て

い
く
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

攻
略
法 

そ
の
❷
 

熟
練
者
の
心
に
刺
さ
る

+
α
の
個
性
を
打
ち
出
せ
！

 

「
隙
あ
ら
ば
旅
に
出
る
」（
男
性
20
代
）
と

い
う
人
も
い
る
ほ
ど
、
旅
行
が
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
な
っ
て
い
る
熟
練
者
た
ち
。

 

「
写
真
を
撮
る
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
残
る
。
日
本

全
国
を
埋
め
て
み
た
い
」（
男
性
30
代
）、

「
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
宿
泊
は
年
に
５
〜
６

回
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
年
に
３
回
は
出
か
け

て
い
る
。
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
を
使
う
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
回
数
は
増
え

た
か
も
」（
男
性
20
代
）と
い
う
ケ
ー
ス
も
。

そ
の
多
く
の
旅
行
回
数
で
、
ど
の
よ
う
な

体
験
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
あ
る
程
度
の
評
価
を
得
て

い
る
と
こ
ろ
に
行
く
」（
男

性
20
代
）
と
い
う
声
も
あ
る

が
、
何
と
言
っ
て
も
知
的
好

奇
心
の
強
い
層
だ
け
に
、
メ

ジ
ャ
ー
ど
こ
ろ
の
制
覇
に
は

留
ま
っ
て
い
な
い
は
ず
だ
。

定
番
の
魅
力
も
し
っ
か
り
押
さ
え
な
が
ら
、

自
分
ら
し
い
個
性
的
な
旅
先
も
チ
ョ
イ
ス
。

ま
た
、
熟
練
者
は
旅
の
他
に
も
趣
味
を
持

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
旅
×
趣
味
と

な
れ
ば
、出
か
け
た
先
で
の
充
実
度
は
さ
ら

に
ア
ッ
プ
す
る
。

 

「
ア
ニ
メ
に
は
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、

聖
地
巡
礼
で
地
元
に
来
て
い
る
人
が
楽
し

そ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
ア
ニ
メ
の
聖
地

巡
り
が
楽
し
そ
う
に
見
え
る
」（
女
性
30

代
）な
ど
。

　P
26
の
モ
ニ
タ
ー
の
例
を
見
て
も
、
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
は
、
イ
ベ
ン
ト
、
縁
の
土

地
、
声
優
の
ラ
イ
ブ
な
ど
、
出
か
け
る
き

っ
か
け
や
場
所
が
様
々
に
展
開
す
る
。

 

「
岩
手
県
の
八
幡
平
に
雪
景
色
を
見
に
行

っ
た
。
周
り
に
大
き
な
山
が
な
い
、
下
の

方
に
広
が
る
雪
景
色
の
画
像
を
見
つ
け
て
、

い
い
な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
」（
男

性
30
代
）と
い
う
声
も
。

　そ
の
時
期
し
か
見
ら
れ
な
い
風
景
の
た

め
に
は
、
目
的
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
熟

練
者
の
旅
。
絶
景
、
鍾
乳
洞
、
カ
フ
ェ
巡

り
、
鉄
道
な
ど
、
趣
味
と
ま
で
は
い
か
な

い
場
合
で
も
、「
●
●
が
好
き
」、「
▲
▲
を

極
め
た
い
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。

地
域
と
し
て
、
鉄
板
以
外
に
引
っ
か
か
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
ぜ
ひ
提
案
し
た
い
。

  「
寺
社
仏
閣
巡
り
が
好
き
に
な
り
、
御
朱

印
帳
を
持
っ
て
い
く
」（
女
性
30
代
）の
よ

う
に
、
御
朱
印
帳
に
記
入
し
て
も
ら
う
こ

と
を
趣
味
と
し
て
い
る
人
も
。
御
朱
印
帳

は
参
拝
記
念
の
よ
う
な
位
置
付
け
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
登
場
し
た
「
鉄
印
帳
」
は
集

代
表
と
し
て
登
場
し
て
も
ら
っ
た
4
名
の
調
査
モ
ニ
タ
ー
の
生
の
声
か
ら
、

旅
の
熟
練
者
た
ち
の
実
際
の
行
動
ぶ
り
が
わ
か
り
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
は
ず
。

各
種
デ
ー
タ
や
、
そ
の
他
の
熟
練
者
た
ち
の
声
に
も
ヒ
ン
ト
多
数
。
ぜ
ひ
役
立
て
て
ほ
し
い
。

ま
だ
あ
る
！
旅
の
熟
練
者
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

旅
大
好
き
層
&
知
的
好
奇
心
層
の
攻
略
法

表3  宿泊・日帰り旅行  旅行消費金額 （過去1年間宿泊・日帰り旅行経験者／単一回答）
2020年9月〜2021年8月の間の国内旅行の中で最もお金のかかった

「宿泊を伴う国内旅行」「日帰り旅行」について旅行金額（交通費、宿泊費、現地の費用）を尋ねた。

2万円未満
2万円以上
5万円未満

5万円以上
10万円未満

10万円以上 まったく
わからない

全体 n=907
n=732

パーソナリ
ティ特性

旅大好き層 n=210
n=202

知的好奇心層 n=163
n=144

「旅大好き層」は最も消費金額が大きい。宿泊旅行では「5万円以上10万円未満」「10万円以上」の
割合が4割を超えている。日帰り旅行でも「2万円以上5万円未満」以上の層が7割近くに達する。

「知的好奇心層」も消費金額は高めだが、日帰り旅行の場合は「映え層」の方が若干高い。 
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■宿泊旅行
■日帰り旅行

32.2

53.5 34.7 7.6 3.5

43.6 16.8 7.4

12.9 44.8

50.8

16.6 49.1 21.5 11.0

34.3 9.6 3.7

28.6 12.9

20.3 43.8 23.6 9.5 2.9

1.0

1.8

1.6

0.0

0.7



旅の熟練者 ウェルカム！

め
る
目
的
で
鉄
道
に
乗
る
だ
ろ
う
し
、
地

酒
好
き
に
は
お
酒
の
ラ
ベ
ル
を
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
す
る
「
御
酒
印
帳
」
と
い
う
の
も
あ

る
。
ま
た
最
近
で
は
、
神
社
仏
閣
の
新
た

な
花
の
楽
し
み
方
「
花
手
水
」
も
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
花
や
樹
木
が
魅
力
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
る
神
社
仏
閣
は
多
い
が
、

花
手
水
と
は
、
手
水
鉢
に
色
と
り
ど
り
の

季
節
の
花
を
浮
か
べ
た
も
の
。
境
内
の
み

な
ら
ず
、
門
前
の
店
や
民
家
の
軒
先
で
も

大
鉢
の
花
手
水
を
置
き
、
町
の
景
観
や
散

策
の
楽
し
さ
を
演
出
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
。
今
あ
る
も
の
を
上
手
に
活
か
す
こ
と

で
、
人
を
呼
ぶ
新
た
な
魅
力
が
生
ま
れ
た

好
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

攻
略
法 

そ
の
❸
 

ネ
タ
元
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
は
な
か
っ
た

情
報
提
供
が
モ
ノ
を
言
う
！

  「『
日
帰
り
』、『
家
族
風
呂
』、『
地
名
』、

『
ベ
ビ
ー
ウ
ェ
ル
カ
ム
』
な
ど
の
言
葉
で

W
e
b
検
索
し
て
い
る
」（
男
性 

31
歳
）や
、

P
27
の
モ
ニ
タ
ー
の
よ
う
に
「『
温
泉
』、

「『
秘
境
』
で
検
索
を
し
て
、
気
に
入
っ
た

ら
そ
こ
へ
行
く
具
体
的
な
計
画
を
考
え

る
」（
女
性
30
代
）、「
地
図
か
ら
行
き
た
い

場
所
を
探
し
、
宿
を
決
め
、
近
く
の
名
所

を
調
べ
る
」（
男
性
20
代
）と
い
う
も
の
ま

で
、
旅
先
を
決
め
る
き
っ
か
け
は
人
そ
れ

ぞ
れ
。
特
に
地
図
を
見
て
の
検
索
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

っ
て
、
地
図
が
以
前
よ
り
も
身
近
な
存
在

に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

知
り
合
い
か
ら
の
ク
チ
コ
ミ
は
も
ち
ろ
ん
、

ネ
ッ
ト
で
の
検
索
や
イ
ン
ス
タ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
系
が
大
き
な
情
報
源
に
な
る
と
思
わ

れ
た
が
、
調
査
デ
ー
タ
か
ら
は
「
テ
レ
ビ

番
組
」
も
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
も

わ
か
っ
た
（
図
３
）。
若
い
世
代
は
リ
コ
メ

ン
ド
さ
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
て
、
自
ら

検
索
を
す
る
よ
り
も
「
プ
ッ
シ
ュ
情
報
に

弱
い
」
と
い
う
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
収
集
し
や
す
い
情
報
源
か
ら
タ

イ
ム
リ
ー
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

知
的
好
奇
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
行
動
さ
せ
る

き
っ
か
け
が
1
つ
増
え
る
こ
と
に
繋
が
る

は
ず
だ
。

攻
略
法 

そ
の
❹

旅
の
組
み
立
て
が
早
い
&
う
ま
い

熟
練
者
に
は

用
意
し
す
ぎ
な
く
て
も
大
丈
夫

　定
番
以
外
の
魅
力
を
楽
し
み
に
旅
先
を

決
め
る
熟
練
者
た
ち
。「
う
ち
の
地
域
は

距
離
が
あ
る
か
ら
」と
思
う
な
か
れ
。「
秘

境
」
と
検
索
し
て
出
か
け
る
ほ
ど
の
強
者

も
い
る
ほ
ど
。
熟
練
者
に
は
海
外
旅
行
愛

好
家
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
海
外
旅
行

と
の
抱
き
合
わ
せ
で
旅
レ
ベ
ル
は
上
が
っ

て
い
る
だ
ろ
う
し
、
世
界
の
国
を
知
る
人

ほ
ど
、
そ
の
視
野
の
広
さ
で
日
本
の
良
さ

も
再
発
見
で
き
る
は
ず
。
む
し
ろ
長
距
離

を
移
動
す
る
こ
と
を
「
旅
の
表
彰
」
み
た

い
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
P
26

〜
P
27
の
モ
ニ
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
に
も
あ

る
よ
う
に
、「
エ
ビ
カ
ツ
サ
ン
ド
を
食
べ

に
、
車
で
１
都
３
県
か
ら
名
古
屋
ま
で
日

帰
り
で
」、「
弘
前
の
桜
が
す
ご
い
と
聞
い

た
の
で
１
都
３
県
か
ら
見
に
行
っ
た
」
な

ど
、
目
的
が
決
ま
れ
ば
情
報
収
集
を
し
て

さ
っ
と
出
か
け
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ

が
売
り
の
人
た
ち
だ
。

 「
予
定
は
ツ
メ
ツ
メ
に
し
な
い
。ゆ
っ
く
り

し
た
い
」（
女
性
30
代
）、「
日
帰
り
旅
行
は

距
離
よ
り
も
1
日
フ
ル
で
動
く
イ
メ
ー
ジ

の
感
覚
」（
男
性
20
代
）な
ど
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
組
み
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
に
よ

っ
て
変
わ
っ
て
く
る
が
、
出
か
け
る
目
的

が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
何
か
ら
何
ま
で
用

意
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
き
っ
と
大
丈
夫

な
は
ず
。
ざ
っ
く
り
調
べ
て
お
い
て
、
そ

の
時
々
に
合
わ
せ
て
現
地
で
調
べ
た
り
、

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
。
ま
ず
は
地
域

の
個
性
を
際
立
た
せ
た
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン

ツ
を
、
守
備
範
囲
の
広
い
熟
練
者
た
ち
に

向
け
て
発
信
し
よ
う
。

図3  テーマ発見メディア（日帰りの場合）（全体／複数回答）

旅
行
専
門
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
・
雑
誌

（
じ
ゃ
ら
ん
な
ど
）

旅
行
専
門
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ

（
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
、楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
）

旅
行
専
門
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
・

ア
プ
リ
（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
除
く
）

趣
味
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
雑
誌

（
具
体
的
に
）

趣
味
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
（
具
体
的
に
）

宿
や
観
光
エ
リ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

宿
や
観
光
エ
リ
ア
か
ら
の

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
やW
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M

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
やW

eb D
M

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
（
ブ
ロ
グ
、

掲
示
板
、Ｑ
＆
Ａ
サ
イ
ト
な
ど
）

F
acebook

LIN
E

Tw
itter

Instagram

、TikTok

テ
レ
ビ
番
組

自
分
の
好
き
な
タ
レ
ン
ト
、

知
識
人
な
ど
の
話
や
書
籍

そ
の
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
・

ス
ポ
ッ
ト
に
詳
し
い
知
人

そ
の
場
所
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る

知
人
・
家
族

そ
の
他

特
に
参
考
に
す
る
も
の
は
な
い

全体 n=3000  23.2  33.0  18.2   0.1   0.4  18.4   4.0   3.3  10.6   2.8   3.7   7.8   9.8  20.4   3.4   9.7  17.1   0.9  26.8

パーソナリ
ティ特性

旅大好き層 n=360  40.3  54.2  34.2   0.3   0.6  22.5  11.9  10.8  16.9  10.3  11.9  18.3  21.7  21.7  10.8  14.4  17.8   0.6   5.8
知的好奇心層 n=427  35.1  51.3  28.6   0.5   0.5  32.1   6.8   4.2  15.9   3.7   4.4  11.7  17.3  31.1   5.6  16.9  23.2   1.6   8.0

※全体値より10pt以上高い数値■／5pt以上高い数値■／10pt以上低い数値■

「旅大好き層」は「Instagram、TikTok」、「Twitter」などのSNS、Web DMの利用率が高い。「知的好奇心層」は「テレビ番組」、
「その場所に行ったことのある知人・家族」が高く、この2項目は「旅大好き層」を上回っている。また、「宿や観光エリアのホームページ」も高い。
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そ
れ
は
人
間
の
操
作
す
る
端
末
の
向
こ
う

に
も
人
間
が
い
る
、
と
い
う
や
り
取
り
に

な
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
い
な
が
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
何
が
違

う
の
か
と
い
う
と
、
ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て

い
る
先
に
は
人
間
が
い
な
い
。
つ
ま
り
、

そ
こ
に
い
る
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
体
験
で
き
る

ホ
テ
ル
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

様
々
な
操
作
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
が
、

例
え
ば
「
鍵
を
開
け
て
ほ
し
い
」
と
交
信

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
鍵
が
応
え
て
開
け

て
く
れ
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
家
に
あ
る
も
の
と
し
て
は
火
災
報

知
器
も
そ
う
で
す
。
温
か
い
空
気（
火
）を

感
じ
る
と
、
昔
は
た
だ
警
報
音
が
鳴
っ
て

周
囲
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
だ
け
で
し
た
が
、

今
で
は
消
防
署
や
警
備
会
社
等
に
自
動
的

に
通
報
を
し
て
く
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
連
動
し
て
い
る

か
ら
、
そ
う
い
う
働
き
が
で
き
る
ん
で
す

ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

オ
ブ 
シ
ン
グ
ス

と
い
う
の
は
、
モ
ノ
の
中
に
入
っ
て
い
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
同
士
が
交
信
す
る
、
と
い

う
シ
ス
テ
ム
の
応
用
全
部
に
つ
い
て
付
け

ら
れ
た
曖
昧
な
言
葉
な
の
で
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
は
い
つ
か
ら 

実
用
化
さ
れ
て
い
る
？ 

ど
の
よ
う
な
技
術
が 

実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

―
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
は
、
い
つ
頃
か
ら
一
般
的

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　１
９
４
６
年
に
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
原
型
で
あ
る
「
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
」
が
開
発

さ
れ
、
１
９
５
１
年
に
は
初
の
商
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
誕
生
し
ま
す
。
最
初
は
非
常

に
大
型
で
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
構

成
す
る
部
品
の
開
発
が
進
み
、
最
終
的
に

は
１
つ
の
チ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
の
中
に

収
め
る
「
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
と

い
う
技
術
の
開
発
に
成
功
し
ま
す
。
そ
れ

が
１
９
８
０
年
代
で
、
そ
こ
か
ら
色
々
な

モ
ノ
の
中
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
入
り
始
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
が
手
が
け
て
い

る
「
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
」
も
そ
の
頃
に
ス
タ
ー
ト

直
訳
す
る
と 

「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」 

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
の
か
？

―
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
体
験
で
き
る
」と
い
う

ホ
テ
ル
の
開
業
が
話
題
に
な
っ
た
４
年
ほ

ど
前
か
ら
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
自
動
運
転
も

こ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
一
種
と
聞
き
ま
し
た
。
Ｉ

ｏ
Ｔ
と
は
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
も
の

な
の
で
す
か
？

　Ｉ
ｏ
Ｔ
と
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 
オ
ブ 

シ
ン
グ
ス
」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、

日
本
語
に
す
る
と
「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）

に
登
場
し
た
わ
け
で
す
が
、
民
間
に
開
放

さ
れ
る
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
の
国
防
総
省
が

軍
事
情
報
を
や
り
取
り
す
る
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
し
た
。
電
子

メ
ー
ル
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
画
像
、
動

画
な
ど
も
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

イラスト／畦原雄治

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

ＩＴ業界を中心とした技術開発など、状況は目まぐるしく発展し、
有益な情報だけをキャッチするのは難しい。
そこで“詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップし、
 JRC流に解説。観光業界への影響を考察していこう。

11

1951年東京生まれ。工学博士。東京大学名誉教授。
1984年よりリアルタイムOS「TRON」を構築。米国IEEE
の標準OSとなり、IoTのための組込みOS
として世界中で使われている。『DXとは何
か』（KADOKAWA）など著書多数。地方
公共団体などのオープンデータ化を促進す
る（一社）VLED理事長も務める。

INIAD（東洋大学
情報連携学部）
学部長
坂村 健さん

IoT
インターネットなしにはすでに成り立たなくなっている日常。
技術が進化する中で耳にするようになった言葉が「IoT」

（Internet of Things）。どのような存在で、何をもたらすのか？
その技術が集結した「INIAD」を舞台に、“IoTの父”に解説していただく。

2017年に開設した東京都
北区赤羽台にある東洋大学
のキャンパス。「HUB-1」と
呼ばれる総面積1万9000
㎡のビルの中には5000個
のIoTデバイス（インターネッ
トに接続されている機器）
が設置。学生たちは「情報」
と「連携」をコンセプトに、
ビル全体をIoT教材として学
ぶ。例えば使用するインテ
リジェントロッカーも、学生
自身がプログラミングしス
マートフォンやICカードに紐
付けることにより使用可能
となる。リカレント教育も実
施しており、企業の事業内
容に合わせたオーダーメイド
のカリキュラム作成にも対応
している。

INIADとは
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し
、
モ
ノ
の
中
に
入
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
し
て
現
在
で
は
世
界
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
40
年
ほ
ど
の

歴
史
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　た
だ
最
初
は
単
独
で
動
作
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
れ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
的
応
用
が
生
ま
れ
た
の
は
今
世
紀

に
な
っ
て
か
ら
で
し
ょ
う
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
応

用
は
、
様
々
な
分
野
で
採
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
中
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
入
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。

―
あ
の
薄
い
カ
ー
ド
に
で
す
か
？

　小
さ
く
て
平
た
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
入

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は

電
池
が
な
い
と
動
か
な
い
け
れ
ど
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
は
電
池
が
な
く
て
も
動
く
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
入
場
す
る

際
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
ま
す
よ

ね
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
電
波
が
出

て
電
力
を
送
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
を
近
づ
け
た
時
だ
け
認
識
し
て
パ
ッ

と
開
く
わ
け
で
す
。

―
何
か
を
介
し
て
交
信
す
る
場
合
も
Ｉ

ｏ
Ｔ
の
応
用
な
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
応
用
と
言
え
ま
す
か
？

　モ
ノ
の
中
に
入
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
商

品
に
付
け
れ
ば
個
体
と
し
て
識
別
す
る
こ

と
が
で
き
、
不
具
合
が
あ
っ
た
際
の
回
収

で
も
製
造
ロ
ッ
ト
番
号
で
一
括
で
は
な
く
、

個
別
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

店
の
レ
ジ
に
反
応
し
て
「
要
回
収
」
と
知

ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
し
か

し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
か
ら
、
い
く
ら
薄

く
て
小
さ
い
と
い
っ
て
も
商
品
の
値
段
に

よ
っ
て
は
割
に
合
わ
な
い
こ
と
が
出
て
き

ま
す
。
年
代
物
の
ワ
イ
ン
や
高
額
な
キ
ャ

ビ
ア
な
ど
で
あ
れ
ば
影
響
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
な
食
品
で
あ
れ
ば

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
価
格
が
た
と
え
10
円
で

も
高
く
つ
い
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
商
品

価
格
が
低
め
の
も
の
に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
が
現
実
的
で
す
。
ワ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

で
は
な
い
で
す
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

読
み
取
る
こ
と
で
モ
ノ
と
会
話
が
で
き
る

の
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
応
用
と
な
り
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
応
用
が
さ
ら
に 

発
展
す
れ
ば
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に 

変
わ
っ
て
い
く
？

―
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
の
も
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
応
用
で
す
か
？

　そ
う
で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
を
都
市
に

応
用
す
れ
ば
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
住
宅
に

応
用
す
れ
ば
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
、
農
業
に

応
用
す
れ
ば
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
。
ス
マ
ー

ト
と
い
う
言
葉
が
付
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

―
冒
頭
の
話
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
に
応

用
す
れ
ば
ス
マ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
す
ね
。

　日
本
は
、
ス
マ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
つ
い
て

は
ま
だ
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ス
マ
ー
ト
ホ
テ
ル

は
こ
れ
か
ら
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
壁
の
ス
イ
ッ
チ
を
触
る
こ
と

な
く
、
電
気
の
オ
ン
オ
フ
や
空
調
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
た
り
。
あ
と
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
自
動
的
に

呼
べ
た
り
な
ど
、
色
々
な
こ
と
が
快
適
に

行
え
ま
す
。
初
め
て
入
っ
た
部
屋
で
は
、

ス
イ
ッ
チ
が
ど
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
ス
ト
レ
ス
で
す
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
声
で
指

示
で
き
れ
ば
簡
単
で
す
。

―
新
し
い
施
設
を
建
て
る
だ
け
で
は
な

く
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
、
歴
史
的
な
建

築
物
を
生
か
し
な
が
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
応
用
は

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　も
ち
ろ
ん
で
き
ま
す
。
小
さ
な
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、
入
れ
て
し
ま
え
ば
外

か
ら
は
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。

―
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
応
用
し
た
、
世
界
の
中
で

も
特
に
先
進
的
な
例
は
あ
り
ま
す
か
？

　世
界
的
に
見
れ
ば
色
々
な
と
こ
ろ
で
多

様
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の「
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
」は
そ
の
中
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
触

れ
ず
に
様
々
な
も
の
を
操
作
で
き
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
例
え
ば
こ
の
建
物

へ
の
訪
問
者
は
、
入
口
を
通
過
し
た
と
こ

ろ
か
ら
館
内
を
ど
の
よ
う
に
動
い
た
か
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ト
レ
ー
ス
し
て
い
る
の

で
す
。
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
と
も
連
動
さ
せ
て

い
る
の
で
最
初
に
体
温
を
計
る
必
要
も
な

い
し
、
室
内
の
温
度
が
高
く
な
る
と
自
動

的
に
警
備
室
に
通
報
も
し
て
く
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
私
た
ち
取
材
班
が
、
ど
こ
に
い
る
の

か
も
把
握
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。
こ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。

　こ
の
よ
う
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
応
用
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
や
生
活
を
快
適
に
す
る
分
野
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
未
来
型
住
宅
の
モ
デ
ル
を

作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
中
で
す
が
、

そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
様
々
な
こ
と
が
実
現
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です

ボタン1つで扉が開き、エレベーターが到着。未
来の世界はまるで魔法のよう

□モノの中に入っているコ
ンピュータ同士が連携す
るシステムの応用を指す。
□生活を快適にする仕組み
やセキュリティなど様々
な分野で発展中。
□スマートホテル、スマート
シティなどもＩｏＴの技術
を応用したもの。

IoTをまとめると
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価値と感動を生み出す人に
インタビュー

テレビ局のアナウンサーという華やかな世界から、重労働も伴う花の仕事へ。
転身を果たした先に得たものと、そこに開けた視界とは？

「
好
き
な
こ
と
」を
選
ん
で
動
く
の
は

遠
回
り
の
よ
う
に
見
え
て
実
は
近
道
。

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
出
会
う
の
も

純
粋
に
嬉
し
い
と
思
え
る
の
で
す

写真／佐藤兼永

自
ら
の
好
奇
心
に
し
た
が
っ
て

異
色
の
転
身
を
遂
げ
た
花
の
伝
道
者

60

好
き
な
こ
と
を
選
ん
で
動
く
か
ら

目
標
が
明
確
に
な
る

　ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
他
業
種
に
転
身
す

る
こ
と
に
前
例
が
な
い
当
時
の
転
身
だ

っ
た
。
始
ま
り
は
「
寝
に
帰
る
だ
け
」

だ
っ
た
部
屋
に
ふ
と
花
を
一
輪
買
っ
て

飾
っ
た
こ
と
。
そ
れ
だ
け
で
空
間
が
心

地
よ
く
な
り
、
花
に
助
け
ら
れ
る
の
を

感
じ
て
、
大
好
き
な
花
や
緑
と
関
わ
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
「
好
き
を
仕
事
に
す
る
」
決
断
を

後
押
し
し
た
こ
と
は
も
う
一
つ
あ
る
。

	

「
仕
事
柄
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
『
好
き
な
こ

と
で
夢
を
叶
え
た
』方
た
ち
。ふ
と
、そ

う
い
う
ふ
う
に
生
き
た
ら
ど
う
な
る
だ

ろ
う
と
好
奇
心
が
湧
い
た
ん
で
す
」

　好
奇
心
は
、
前
田
氏
が
若
い
頃
か
ら

常
に
大
切
に
し
て
き
た
感
覚
で
も
あ
る
。

	

「
実
は
私
、
高
校
の
夏
休
み
、
周
り
が

受
験
勉
強
を
意
識
し
始
め
る
よ
う
な
時

期
に
、
一
人
で
モ
ン
ゴ
ル
旅
行
に
行
っ

て
る
ん
で
す
。
し
か
も
高
１
、
高
２
と

２
回
も
！（
笑
）き
っ
か
け
は
司
馬
遼
太

郎
の
『
モ
ン
ゴ
ル
紀
行
』
と
い
う
本
を

読
み
、
日
本
と
は
あ
ま
り
に
違
う
生
活

に
好
奇
心
が
湧
い
た
こ
と
で
し
た
」

	

「
周
囲
に
後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
」

株
式
会
社
ス
ー
ド
リ
ー
　
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

前
田
有
紀

Yuki M
aeda
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2018年、フラワーブランド“gui”として移
動販売の生花店を開業し、2021年には
神宮前に実店舗NURをオープン。店頭
でのコミュニケーションを大切にした対
面販売で、買う人にとっての「たった一つ
の花」を提案している。現在は、売れ残っ
た花を鎌倉市、目黒区の児童養護施設に
寄付し、子どもを対象とした花のワークシ
ョップを開催するなど、「未来に花を手に
取る人」を増やすための活動にも取り組
んでいる。

フラワーブランドguiと
神宮前の生花店NURを展開

と
考
え
れ
ば
、
夏
休
み
は
勉
強
に
充
て

る
道
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
モ
ン
ゴ
ル
旅

行
を
選
ん
だ
こ
と
で
、
日
本
以
外
の
地

域
に
興
味
が
湧
き
、
多
様
な
文
化
を
学

び
た
い
と
い
う
目
標
が
で
き
た
。
結
果
、

勉
強
す
る
必
要
性
を
理
解
し
た
う
え
で

頑
張
れ
た
こ
と
が
そ
の
先
に
つ
な
が
っ

た
。「
好
き
な
こ
と
を
選
ぶ
っ
て
、
遠
回

り
の
よ
う
に
見
え
て
実
は
近
道
だ
っ
た

ん
で
す
よ
ね
」

新
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、

何
歳
に
な
っ
て
も
嬉
し
い
も
の

　テ
レ
ビ
局
を
退
職
し
、
半
年
間
英
国

で
花
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
学
ん
だ
あ
と

は
、
東
京
の
生
花
店
で
正
規
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
き
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

「『
自
分
っ
て
社
会
人
と
し
て
こ
ん
な
に

い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の

か
！
』
と
痛
感
す
る
日
々
で
し
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
っ
て
何

で
も
『
用
意
し
て
も
ら
う
』
立
場
な
ん

で
す
よ
ね
。
日
本
全
国
を
飛
び
回
っ
て

い
て
も
、
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
だ
っ
て
誰

か
が
手
配
し
て
く
れ
た
も
の
。
お
花
屋

さ
ん
で
は
何
で
も
自
分
で
や
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
わ
け
で
す
け
ど
、
請
求
書
は

作
れ
な
い
し
レ
ジ
で
失
敗
は
す
る
し
…

…
で
も
、
何
で
も
自
分
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
か
っ
た
か
ら
、
と
に
か
く
知

る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
ん
で
す
」

　30
代
も
半
ば
に
な
り
、
自
分
よ
り
若

い「
先
輩
」に
叱
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

「
今
失
敗
で
き
て
よ
か
っ
た
！
」と
笑
っ

て
い
た
日
々
。「
新
し
い
こ
と
を
知
る
喜

び
に
年
齢
は
関
係
な
い
」
と
感
じ
た
気

持
ち
は
、
独
立
し
、
会
社
を
立
ち
上
げ

た
今
も
変
わ
ら
な
い
。

	

「
実
は
最
近
日
本
庭
園
の
勉
強
も
始
め

ま
し
た
。
鎌
倉
の
お
寺
で
庭
園
業
者
の

一
員
と
し
て
月
に
何
度
か
研
修
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
お
寺
で
手
入
れ
す

る
の
は
、
日
本
の
風
景
の
中
で
自
然
に

生
え
て
い
る
花
で
、『
花
屋
さ
ん
』
が
扱

う
花
と
は
全
く
違
う
ん
で
す
ね
。
花
の

キ
ャ
リ
ア
も
９
年
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

知
っ
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
い
ざ
業
者

と
し
て
関
わ
る
と
知
ら
な
い
こ
と
は
多

く
て
、
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
な
と
思

っ
て
い
ま
す
」

望
む
形
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
な
の
は
「
規
模
」で
は
な
い

　仕
事
を
す
る
う
え
で
大
切
に
し
て
い

る
の
は
「
花
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に

し
た
い
」
と
い
う
思
い
だ
。

	

「
自
分
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
頃
、

皆
が
窓
辺
に
花
を
飾
っ
て
い
る
風
景
を

見
て
み
た
い
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

英
国
で
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
庭

い
じ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
に
、
花

に
親
し
む
人
の
裾
野
を
広
げ
た
い
。
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
も
、
そ
の
目
標
に
つ
な

が
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
」。
　「
花

を
売
る
」
の
で
は
な
く
「
体
験
を
売
る
」

と
い
う
考
え
方
も
そ
の
一
つ
。
そ
の
た

め
に
、
買
う
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
細
や
か

に
聞
い
て
ふ
さ
わ
し
い
花
を
選
び
、
生

産
者
の
思
い
ま
で
「
伝
え
る
」
こ
と
に

も
努
め
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
薄
ま
っ
て

は
意
味
が
な
い
か
ら
、
規
模
を
大
き
く

す
る
つ
も
り
は
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
の
目
標
の
立
て
方
は
、「
売
上
を
◯
倍

に
す
る
」
と
い
う
数
値
で
は
な
く
、「
お

客
様
に
特
別
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
が
次
に
続
く
」
こ
と
。
現
在
６
人

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
幸
せ
に
、
持
続
可
能

な
形
で
働
く
に
は
、
そ
れ
で
十
分
だ
と

考
え
て
い
る
。

	

「
旅
で
も
、
記
憶
に
残
る
の
は
そ
う
い

う
体
験
な
ん
で
す
よ
ね
」
と
も
い
う
。

「
そ
こ
に
あ
る
生
活
、地
域
の
人
が
楽
し

ん
で
い
る
食
…
…
そ
ん
な
こ
と
に
触
れ

ら
れ
る
旅
は
楽
し
い
で
す
」

　地
域
に
は
当
た
り
前
で
も
訪
れ
た
人

に
と
っ
て
は
特
別
な
、
そ
う
し
た
体
験

が
人
を
動
か
す
こ
と
も
あ
る
。
モ
ン
ゴ

ル
の
旅
で
触
れ
た
、
現
代
日
本
と
は
全

く
異
な
る
価
値
観
が
、
前
田
氏
の
原
動

力
と
な
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
。
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1981年神奈川県生まれ。テレビ朝日のアナウン
サーとして、スポーツ番組などを中心に幅広く活
動。2013年に退社しイギリス留学、生花店勤務
を経て独立。2018年に株式会社スードリーを設
立する

子ども向けワークショップの模様。すべては
「花の裾野を広げたい」思いとつながっている



ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ン
ボ
ン
に

乙
女
心
が
キ
ュ
ン
♪

大
阪
心
斎
橋 

長
﨑
堂

大阪府

口
に
含
め
ば
カ
シ
ャ
ン
と
は
じ
け

リ
キ
ュ
ー
ル
が
ほ
の
か
に
香
る
大
人
な
ス
イ
ー
ツ

リボンをかけたベビーピンクの箱の中から現れるのは金彩を施した宝石箱。蓋を開けると、トリコロールカラーの
ウイスキーボンボンが。開封の儀式も胸キュンな「クリスタルボンボン」。1箱（90g）1,512円（税込）

イラストはパッケージデザイナーが子供の頃に描いた
絵をもとにしたものとか。後ろ向きなのも乙女チック

長﨑堂
https://www.nagasakido.com/

ここで買える！

長﨑堂  心斎橋本店
大阪市中央区心斎橋筋2-1-29  ☎06-6211-0551

【Access】 大阪メトロ御堂筋線
心斎橋駅より徒歩約4分

長﨑堂  住吉店
大阪市住吉区杉本2-5-12  ☎06-6697-0551

【Access】 JR阪和線
杉本町駅より徒歩約5分

　
1
9
1
９
年
創
業
の
地
長
崎
を
離
れ
、

大
阪
に
竈
を
築
き
、
現
在
ま
で
1
0
0

年
超
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た「
長
﨑

堂
」は
カ
ス
テ
ラ
の
名
店
で
あ
る
。
当

時
、
大
阪
に
は
カ
ス
テ
ラ
を
食
べ
る
習

慣
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
美
味
し
さ
か

ら
着
々
と
カ
ス
テ
ラ
文
化
が
根
付
き
、

現
在
は
大
阪
特
産
の「
大
阪
産（
も
ん
）

名
品
」に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
店

に
、
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
特
別
な

お
菓
子
と
し
て
自
慢
し
た
く
な
る「
ク

リ
ス
タ
ル
ボ
ン
ボ
ン
」が
誕
生
し
た
の

は
1
9
8
0
年
頃
。
２
年
後
に
刊
行
さ

れ
た
田
辺
聖
子
の
小
説『
苺
を
つ
ぶ
し

な
が
ら
』（
1
9
8
2
年
）に
は
、
主
人

公
が「
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ン
ボ
ン
」の
宝

石
の
よ
う
な
美
し
さ
と
甘
く
香
ば
し
い

味
わ
い
を「
夢
色
ボ
ン
ボ
ン
」と
表
現

し
た
一
節
が
あ
る
。「
ク
リ
ス
タ
ル
ボ

ン
ボ
ン
」は
職
人
が
手
作
業
で
手
間
暇

か
け
て
作
っ
て
お
り
、
繊
細
さ
ゆ
え
に

輸
送
や
保
管
に
も
細
心
の
注
意
が
必
要

な
た
め
、
大
阪
の
心
斎
橋
本
店
と
工
場

が
あ
る
住
吉
店
だ
け
で
購
入
で
き
る
限

定
ス
イ
ー
ツ
だ
が
、
こ
の
小
説
を
き
っ

か
け
に
遠
路
、
心
斎
橋
へ
足
を
運
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
人
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

完
成
ま
で
約
３
週
間
か
か
る
と
い
う
製

法
の
難
し
さ
か
ら
、
国
内
で
ボ
ン
ボ
ン

を
扱
う
大
手
企
業
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
中
、「
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ン
ボ
ン
」は

永
遠
の
胸
キ
ュ
ン
ス
イ
ー
ツ
と
し
て
君

臨
し
て
い
て
ほ
し
い
と
願
う
。
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今号の『とーりまかし』について
皆様のご意見をぜひお聞かせください。

ご注意
本資料の転載・複製での
利用について
本資料は、株式会社リクルート（じゃら
んリサーチセンター）の著作物であり、
著作権法に基づき保護されています。
本資料の全文または一部を転載・複製
する際は著作権者の許諾が必要です。
事前に当社までご連絡ください。使用
用途によって転載・複製をご遠慮頂く
場合もございます、予めご了承ください。

じゃらんリサーチセンター事務局
E-mail  jalan_rc@r.recruit.co.jp

今号の第一特集は「2021年度の
国内観光宿泊旅行の最新動向調
査報告」になります。コロナ禍の2
年目、どの部分がコロナ前の水準
に戻り、常態となるのかに注目して
いただければと思います。コロナ
禍1年目に大幅に増加した1泊率、
一次交通の自家用車比率などは減
少。また、旅行目的では、大幅に
減少していた「テーマパーク」、「ま
ちあるき・都市散策」は増加に転
じています。緩やかに以前の状態
に戻っている中で、「地域に根差し
た文化や居心地の良さを求める」、

「自然豊かな地方を好む」などのニ
ーズの高まりは、2年目を迎えても
増加しています。コロナ禍に高まっ
たこのオルタナティブな需要をいか
に伸ばしていけるかが、需要拡大
の切り札になるかもしれません。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

新型コロナウイルス対応のためお電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

私たちの活動領域

じゃらんリサーチセンター

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく
広く世の中に発信していきます

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発信
→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

いただいた声は今後の企画に活用させていただきます。ぜひご協力をお願いいたします。

https://jrc.jalan.net/tkq/
アンケートは選択式が中心で、3分程度でご回答いただけます

インターネットによるアンケートとなります（スマートフォンからの回答可）
通信料についてはお客様のご負担となりますことを予めご了承ください

ご回答の締切り
2022年11月30日

特集【調査研究】

「新型コロナウイルス感染症拡大による

旅行価値観の変化」より

変わる？ 変わらない？

これからの

旅の価値観

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

vol.

心を動か
す、

日本を元
気にする

観光・レジ
ャーの

プロデュー
サー

応援情報
誌2021年

3月号

63

vol.

63

連載

知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に、日は西に

今号のテーマ

VLOG

価値と感動を

生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

テレビ東京制作局 プロデューサー・ディレクター

高橋弘樹

From Local

世界に誇るまち・むらのしごと

神奈川県　

箱根寄木細工

東日本大震災から

10年を機に考える

VUCA時代に

求められる

観光リスク

マネジメントとは

じゃらん人気温泉地

ランキング2021

奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉、

高湯温泉、長湯温泉…

ランクアップ温泉地に

戦略あり！

特
集

今
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
地
域
の
D
X

観
光
庁
事
業 

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設
等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」
×

（
一
社
）下
呂
温
泉
観
光
協
会

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

デ
ジ
タ
ル
で
加
速
せ
よ
！

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2021年6月号

64

連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

糖質オフ
価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
株式会社湖池屋
マーケティング本部　
マーケティング部次長

野間和香奈

Nostalgic but Innovative

ちょっと気になる
おみやげ手帖
東京都　

ぎんざ空也 空いろ

新連載

「体験・アクティビティに関する
同行者別実態把握」調査、他

旅ナカ最新事例から市場を分析・考察！

唯一無二の
「ご当地体験」を作ろう

【定性調査】「新型コロナウイルス
感染症による旅行意識の変化」より

旅行意向アクティブ層／
中庸層／休眠層…追跡研究

ターゲット別にみる
旅行市場復帰への「壁」
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＼先進事例に成功のヒントあり／

持続可能な
「DMO経営」学
第1回
DMO経営の3つの課題と
先行事例タイプ分類

「じゃらん日帰り旅行調査」より、
旅行者タイプを分類
地域の個性に知的好奇心がワクワク

旅の熟練者
プロファイリング

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
2
年
9
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2022年9月号

69

vol.
69

連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

IoT
価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
株式会社スードリーCEO／フラワーアーティスト

前田有紀
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になる
おみやげ手帖
大阪府
クリスタルボンボン

特集
『じゃらん宿泊旅行調査2022』
『第二回新型コロナウイルス感染症による旅行価値観への影響』より

感染症収束期の調査が示す
旅の未来

人と地域を
再生する旅へ 新連載
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